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入退院の不安解消を目指して
～市立総合病院の入退院支援～

医
療
機
関
の
役
割
分
担

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
い

つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に

提
供
さ
れ
る
地
域
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
医
療
機
関
は
、
よ

り
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る

た
め
「
か
か
り
つ
け
医
」「
急

性
期
病
院
」「
慢
性
期
病
院
」

な
ど
に
分
か
れ
、
役
割
を
分
担

し
て
い
ま
す
。

　

磐
田
市
立
総
合
病
院
は
地
域

の
中
核
的
な
「
急
性
期
病
院
」

と
し
て
、
よ
り
詳
し
い
検
査
、

入
院
治
療
、
手
術
な
ど
の
専
門

的
な
医
療
を
担
う
病
院
と
な
っ

て
い
ま
す
。

入
退
院
支
援
と
は

　

こ
の
よ
う
な
役
割
分
担
が
あ

る
中
で
、
患
者
が
急
性
期
医
療

か
ら
次
の
段
階
へ
ス
ム
ー
ズ
に

移
行
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

入
院
し
た
患
者
の
治
療
だ
け

で
な
く
、
退
院
後
に
よ
り
よ
い

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す

る
こ
と
が
入
退
院
支
援
で
あ
り
、

そ
れ
を
担
っ
て
い
る
の
が
「
入

退
院
管
理
室
」
で
す
。

　

患
者
の
意
向
に
沿
い
な
が
ら
、

退
院
後
の
生
活
を
整
え
る
こ
と

は
、
患
者
の
健
康
を
守
り
、
再

発
に
よ
る
再
入
院
を
減
ら
す
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
急
性
期
病
院
と
し
て

重
篤
な
状
態
の
患
者
を
受
け
入

れ
る
体
制
づ
く
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

磐
田
市
立
総
合
病
院
は
、
地
域
医
療
支
援
病
院
、
地
域
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
平

成
29
年
9
月
に
外
国
人
患
者
受
入
拠
点
病
院
と
し
て
認
定
さ

れ
た
、
地
域
の
中
核
病
院
で
す
。

　

今
月
は
、
磐
田
市
立
総
合
病
院
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

「
入
退
院
支
援
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

問
磐
田
市
立
総
合
病
院　

　
　
　
　

☎
0
5
3
8

－

38

－

5
0
0
0
㈹

　
　
　
　
　

0
5
3
8

－

38

－

5
0
5
0

2� 平成30年8月号



入退院管理室から市民の皆さんへ

入退院支援の流れ

※認定看護師…�特定の看護分野について優れた知識と熟練した看護技術を持つと日本看護協会が認定した
　　　　　　　看護師のこと

※

①入院カウンターで入院前面談

　医師からの入院の説明で分からないことがなかったかを確認し、分からないことがあれば
丁寧に説明した後、入院から退院までの流れなどについて説明します。
　また、患者や家族が、病気や治療についてどのように思っているかを確認し、患者の入院
前の生活の様子や、今後どのような暮らしを希望されるかを伺います。面談は外国語に対応
した案内や、通訳などにより外国の方でも安心して利用できる体制を整えています。緊急入
院の場合や入院する科によっては、入院後に聞き取りを行う場合もあります。
　この面談は、患者や家族の考えを把握し、気持ちに寄り添いながら支援をするために欠か
せないものです。

③入院後 1週間以内に、病院内カンファレンス

　患者の病状や意向に沿って、これからの生活を送る上で必要な支援を病棟看護師、入退院
管理看護師、ソーシャルワーカーで話し合い（カンファレンス）を行います。

④退院前カンファレンス

　退院のめどがついた段階で患者やその家族に、
看護師、医師、ソーシャルワーカー、リハビリ
スタッフ、薬剤師などが退院後の生活について
アドバイスをします。
　退院後在宅で生活する場合は在宅ケアマネ
ジャーや訪問看護師、訪問リハビリ、福祉用具
の業者など、施設入所をする場合は施設職員な
どが加わり、退院後の支援について説明します。
多いときには 10 人以上がカンファレンスに参
加することもあります。　
　患者が退院後の生活をイメージでき、退院後
の生活に関わってくれる人と患者をつなぐことで、退院後の生活の安心にもつなげています。

▲看護師だけでなく多職種が集まって、患者が退院後によりよい
　生活を送るにはどうすればよいかを考えます

　患者さんの希望どおりにいかないときもあり

ますが、できる限り意向に沿った退院後の生活

を送れるように、みんなで力を合わせて入退院

支援に取り組んでいます。入退院について不安

なことがあれば何でも相談してください。

②担当看護師やケアマネジャーと情報共有

　面談で得た情報を入院する病棟の担当看護師に提供します。より専門的な看護支援が必要
と思われる部分は、当院の認定看護師にも情報提供します。また患者が介護認定を受けてい
る方であれば、患者の了承を得た上でケアマネジャーとも情報共有を行います。

※

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ　

入
退
院
の
不
安
解
消
を
目
指
し
て　
～
市
立
総
合
病
院
の
入
退
院
支
援
～
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磐田に残る
　明治の記憶
今年は、明治元年（1868 年）から起算して満 150 年。
明治以降、日本はさまざまな分野で近代化への取り組みを進め、
近代国家としての礎を築きました。
この近代化の波は、やがて私たちの住む地域にもやってきます。
このシリーズでは、明治期の磐田市の様子をご紹介します。
シリーズ第 2回目は、天竜川の「橋」と「掛塚灯台」、福田の「織物」です。

明治 150 年②シリーズ

磐
田
市
と
浜
松
市
の
間
を
流
れ
る
天
竜

川
は
、
た
び
た
び
洪
水
を
繰
り
返
し
、

古
く
か
ら
「
暴
れ
天
竜
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
江
戸
時
代
ま
で
天
竜
川
に
は
橋

が
な
く
、
天
竜
川
を
渡
る
に
は
渡
船
が
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
内
に
は
、
池
田
や

掛
塚
な
ど
に
渡
船
場
が
あ
り
、
当
時
の
人
々

は
船
を
使
っ
て
川
を
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
7
年
（
1
8
7
4
年
）
に
な
る
と
、

現
在
の
天
竜
川
橋
付
近
に
初
め
て
の
橋
が

架
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
橋
は
木
製
で
、

相
次
ぐ
水
害
で
の
修
繕
が
必
要
で
あ
っ
た

た
め
、
維
持
費
と
し
て
通
行
料
を
徴
収
し

て
い
ま
し
た
。
明
治
15
年
（
1
8
8
2
年
）

「暴れ天竜」を越える

渡船から橋へ

▲◀明治中頃の天竜橋（現在の天竜川橋付
近）［写真①（徳川慶喜撮影）］と現在の天
竜川橋［写真②］

に
は
、
池
田
地
区
に
も
木
製
の
橋
が
架
け

ら
れ
昭
和
初
期
ま
で
利
用
さ
れ
た
ほ
か
、

明
治
39
年
（
1
9
0
6
年
）
に
は
、
や
は

り
木
製
で
掛
塚
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
天
竜
川
橋
が
完
成
し
た
の
は
、

昭
和
8
年
（
１
9
3
3
年
）、
掛
塚
橋
が
完

成
し
た
の
は
昭
和
30
年
（
１
9
5
5
年
）

の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
は
木
製
の
橋
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

261

東名高速道路
天
竜
川

天竜川橋

N

磐田バイパス

小立野I.C.

新新天竜川橋

新天竜川橋

★
天竜橋跡②

①

茨城県立歴史館所蔵
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燃
や
す
と
い
っ
た
簡
易
的
な
も
の
で
し
た
。

　

明
治
30
年
（
1
8
9
7
年
）
に
は
明
治

政
府
に
よ
り
、
上
半
分
が
鉄
製
、
下
半
分

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
水
面
か
ら
の
高
さ

が
17
㍍
の
灯
台
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
掛
塚
灯
台
は
平
成
14
年

（
2
0
0
2
年
）
ま
で
1
世
紀
余
り
活
躍
し
、

平
成
14
年
に
現
在
の
場
所
に
移
設
さ
れ
ま

し
た
。

掛
塚
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
、
天
竜
川
河
口
付
近
に
掛
塚

港み
な
とが

あ
り
、
木
材
や
米
な
ど
を
大
阪
や
江

戸
へ
運
ぶ
た
め
の
船
が
行
き
交
っ
て
い
ま

し
た
。
遠
州
灘
沖
は
、
天
竜
川
が
た
び
た

び
引
き
起
こ
す
洪
水
に
よ
っ
て
大
量
の
土

砂
が
押
し
出
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
で
き

た
浅
瀬
に
多
く
の
船
が
乗
り
上
げ
遭
難
す

る
難
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
13
年
（
1
8
8
0
年
）、
当
時
駒

場
村
に
住
ん
で
い
た
旧
幕
臣
の
荒
井
信し
ん

敬け
い

が
、
私
財
を
投
じ
て
建
設
し
た
灯
台
が
「
掛

塚
灯
台
」
の
始
ま
り
で
す
。
こ
の
灯
台
は
、

高
さ
7
㍍
の
木
製
の
櫓
や
ぐ
ら
に
種た

ね

油あ
ぶ
らを
入
れ
て

福
田
地
区
で
盛
ん
な
織
物
業
は
、
江
戸

時
代
後
期
に
始
ま
り
ま
し
た
。
明

治
2
年
（
1
8
6
9
年
）
頃
に
5
戸
ほ

ど
で
あ
っ
た
織
物
業
者
は
、
明
治
14
年

（
1
8
8
1
年
）
頃
に
は
42
戸
に
ま
で
増
え

ま
し
た
。
当
初
は
足
袋
底
な
ど
を
中
心
に

織
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
新
し
い
布

を
織
る
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
、
明
治
29
年

（
1
8
9
6
年
）
頃
か
ら
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
の

製
造
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
下
駄
の

鼻
緒
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
コ
ー

デ
ュ
ロ
イ
は
、
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
頼
っ

て
い
ま
し
た
が
福
田
地
区
の
人
々
に
よ
り

国
産
化
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
43
年
（
1
9
1
0
年
）
頃
に
な
る

と
別べ
っ

珍ち
ん

の
製
造
が
始
ま
り
、
大
正
か
ら
昭

和
に
か
け
て
、
福
田
地
区
は
別
珍
・
コ
ー

デ
ュ
ロ
イ
の
全
国
有
数
の
産
地
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
で
は
数
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

三
角
屋
根
（「
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
」
と
も
い
わ

れ
る
）
の
工こ
う

場ば

は
、
地
域
を
代
表
す
る
風

景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

海の安全を守り続ける

掛塚灯台

国内随一の生産地に

別珍・コーデュロイ

▲▶明治 30 年の掛塚灯台落成式の様子
（中央付近に木造の旧灯台が見える）［写
真①］と現在の掛塚灯台［写真②］

▲◀特徴的な三角屋根の工場（昭和
30 年代）［写真①］と現在の織物の様
子［写真②］

①

②

シ
リ
ー
ズ　

明
治
１
５
０
年
②　

磐
田
に
残
る
明
治
の
記
憶

（
参
考
：
い
わ
た
文
化
財
だ
よ
り
）

150

150

天
竜
川

遠州大橋

N

掛塚橋

●竜洋海洋公園

遠州灘

★掛塚灯台

①

N

福田地区★

磐田市

②

提供：竜洋郷土資料館

出典：福田町勢ガイド（1981 年発行）
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知らせお市からの

問危機管理課（防災センター 2階）☎ 0538-37-4903　ＦＡＸ 0538-32-0177

台風、大雨が来る‼

避難準備できていますか？

被
災
地
へ
職
員
を
派
遣

市
で
は
災
害
支
援
の
た
め
、
広
島
県

呉
市
へ
職
員
を
派
遣
し
、
避
難
所
で

の
物
資
の
仕
分
け
や
被
災
家
屋
の
調

査
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

派
遣
職
員
は
「
人
手
不
足
で
物
資
の

仕
分
け
や
各
家
庭
の
土
砂
の
除
去
ま

で
手
が
回
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
防
災
情
報
の
事

前
周
知
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
」
と
被
災
地

の
状
況
と
防
災
情

報
の
重
要
性
を

語
っ
て
い
ま
す
。

■河川や用水路に近づかない
大雨時に河川や用水路に近づくのは危
険なので、やめましょう。

■ハザードマップを確認
市が公開しているハザードマップを確
認し、浸水や土砂災害の危険性の高
い場所を確認しましょう。避難場所や
避難経路も確認しておきましょう。

■気象情報などを確認
風雨が強まってきた際には、テレビやラジオからの
気象情報に加え、いわたホッとラインなどで、市か
らの避難情報を各自で確認することが大切です。

■ア
※
ンダーパスに近づかない

局地的に激しく雨が降ると排水処理能力を超え、あっと
いう間に冠水します。車両が水没し、車内に取り残され
る事故が発生しています。

■急な斜面には
　近づかない
土砂災害が、いつ・どこ
で・どの程度の規模で発
生するのか予測すること
は困難です。右のような
ときは、速やかに斜面か
ら離れた場所に避難しま
しょう。

■近くの安全な場所へ避難
避難場所に移動することが困難
な場合は、近くの頑丈な建物な
どに避難しましょう。自宅にと
どまる場合には、できるだけ高
い階の斜面から離れた部屋に避
難しましょう。

■明るい時間に複数人で避難
夜間の避難は危険なため、できるだけ明るい時
間に複数人で避難しましょう。

防災情報確認

危険な箇所に
近づかない

避難するとき
の注意

▼
家
屋
の
浸
水
状
況
を

　

調
査
す
る
派
遣
職
員

※鉄道や立体交差の下の道路

■水や食料を準備
避難の際は、水や食料を
リュックサックなどに入れ
て避難しましょう。

登録方法に関するお問い合わせは
「コールセンター」フリーダイヤル 70120-670-970
午前 9 時～午後 6 時（平日のみ）へ

いわたホッとラインへ登録！

同報無線の放送内容を「いわたホッとライン」であな
たの携帯電話にお知らせします。
・文字のため情報を正確に把握できます
・何回も確認できます

【登録方法】
entry@hotline.city.iwata.shizuoka.jp に空
メールを送信（件名、本文なし）。または
右記の 2 次元バーコードをご利用ください。

近年全国各地で、大雨による災害が発生しています。7月5日㈭から発生した西日本を中心とする豪雨では、河
川の氾

はん

濫
らん

や土砂崩れなどにより、多くの方が被害を受けました。
これから本格的な台風シーズンとなるこの時期、市内でも被害が発生しないとも限りません。台風など自然災
害から自分や家族を守るために、日ごろから災害に備えることが大切です。

▲小石が落ちてくる

▲水が湧き出る

▲木が揺れる地鳴り
　が聞こえる

▲ひび割れができる
　膨らみができる

そんなあなた…、今すぐ

同報無線放送が
風雨で聞きづらい、聞き逃した…
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問商工観光課（西庁舎 1階）☎ 0538-37-4819　ＦＡＸ 0538-37-5013

子どもから大人まで、みんなで踊ってたのしっぺい♪

「しっぺい音頭」アニメーション完成

や
っ
ぱ
り
「
㈱
Ｄ
Ｌ
Ｅ
」

　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
た
の

は
、
磐
田
市
出
身
の
椎
木
隆
太
さ
ん

が
代
表
を
務
め
る
㈱
Ｄ
Ｌ
Ｅ
。
前
作

「
ぺ
ぺ
ぺ
い
！
」
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
も
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

ち
り
ば
め
ら
れ
た
笑
い
と
と
も
に
、

磐
田
ら
し
さ
や
あ
ら
ゆ
る
年
代
が
楽

し
ん
で
い
る
様
子
、
何
よ
り
「
し
っ

ぺ
い
」
の
魅
力
が
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
き
っ
と
見
る
た
び
に
新
し
い
発

見
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
し
っ
ぺ
い
音
頭
」
は
磐
田
の

夏
の
新
定
番

　

親
し
み
や
す
く
、
み
ん
な
で
踊
れ

る
盆
踊
り
曲
を
目
指
し
、
誕
生
し
た

の
が
「
し
っ
ぺ
い
音
頭
」
で
す
。
子

ど
も
た
ち
を
中
心
に「
ぺ
ぺ
ぺ
い
！
」

の
ダ
ン
ス
と
と
も
に
す
で
に
大
人
気
。

市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
夏
祭

り
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
み

ん
な
が
一
緒
に
踊
っ
て
い
ま
す
。

　

7
月
か
ら
Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
で
土
曜

朝
に
放
送
中
の
番
組
「
し
っ
ぺ
い
と

踊
ろ
う
」
で
は
市
内
の
園
児
た
ち
が

「
し
っ
ぺ
い
音
頭
」
を
元
気
に
踊
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
は
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

磐
田
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
っ
ぺ
い
」
の
初
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
ぺ
ぺ
ぺ
い 

ぺ
ぺ
ぺ

い
！ 

う
れ
し
っ
ぺ
い
！
（
以
下
、
ぺ
ぺ
ぺ
い
！
）」
が
お
披
露
目
さ
れ
た
の
が
平
成
25
年
7
月
。
あ
れ

か
ら
5
年
、
待
望
の
新
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
し
っ
ぺ
い
音
頭
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ぺいっ！

前作から 5年、今年 7月、ついに待望の新アニメーション「しっぺい音頭」が完成しました。

地
域
に
広
が
る
し
っ
ぺ
い
音
頭

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

　

１
月
の
し
っ
ぺ
い
お
誕
生
会
で
お

披
露
目
さ
れ
た
「
し
っ
ぺ
い
音
頭
」

の
振
り
付
け
を
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
踊
っ
て
も
ら
う
た
め
、
４
月
に

「
し
っ
ぺ
い
音
頭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

が
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
振
り
付
け
を
覚
え
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
、
輪
に
な
っ
た
時

の
動
き
を
考
え
、
現
在
は
地
域
か
ら

依
頼
が
あ
れ
ば
出
張
し
て
振
り
付
け

を
教
え
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
は
、
8
月
25
日
㈯
の
「
い

わ
た
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
」
で
参
加

者
と
一
緒
に
踊
る
予
定
で
す
。

8 月 25 日㈯のいわた夏まつり花火大会特設ステージで「しっぺい音頭」
に参加すると、先着 200 名にオリジナルしっぺいグッズをプレゼント。
イベントの詳細は、しっぺいオフィシャルサイト（25 ページ）を見てね！

▲みんな熱心に練習に励んでいます

緊急告知

▲
し
っ
ぺ
い
音
頭

　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

▲
し
っ
ぺ
い
と

　

踊
ろ
う
の
様
子

なにこのマユゲ！

しっぺいがマッチョに？おじいちゃんも
楽しそう♪
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知らせお市からの

磐
田
ダ
ン
ス
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
は

　

磐
田
ダ
ン
ス
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
（
略
し
て
ダ
ン
エ
ボ
）
は
、
ダ

ン
ス
を
や
っ
て
み
た
い
小
学
生
や

既
に
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
若
者
た

ち
、
高
校
の
ダ
ン
ス
部
、
ダ
ン
ス

ス
タ
ジ
オ
に
所
属
す
る
方
が
、
市

内
外
か
ら
集
ま
り
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
す
る
ダ
ン
ス
イ
ベ

ン
ト
で
、
平
成
25
年
度
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

問磐田文化振興会（文化振興課内）☎ 0538-35-7133　ＦＡＸ 0538-35-4310

今年もダンスチームがいわたに集結！

磐田ダンスエボリューション2018

し
っ
ぺ
い
の
ス
テ
ー
ジ
衣
装
に

注
目

　

ダ
ン
エ
ボ
に
は
ス
テ
ー
ジ
衣
装

を
着
た
し
っ
ぺ
い
も
登
場
し
ま
す
。

今
年
の
ス
テ
ー
ジ
衣
装
は
、
学
校

法
人
染
葉
学
園
グ
ル
ー
プ
校
の
学

生
た
ち
が
制
作
し
て
く
れ
ま
す
。

ど
ん
な
衣
装
に
な
る
か
注
目
で
す
。

ダ
ン
エ
ボ
を
写
真
で
振
り
返
る

　

ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
や
、
ヤ
マ
ハ

モ
ー
タ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱
の

写
真
部
、
磐
田
南
高
校
ビ
ジ
ュ
ア

ル
部
が
撮
影
し
た
ダ
ン
エ
ボ
で
光

り
輝
く
ダ
ン
サ
ー
た
ち
の
瞬
間
を

切
り
取
っ
た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

◆
と
き

　

11
月
13
日
㈫
～
12
月
1
日
㈯

　

午
前
9
時
～
午
後
6
時

　

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

◆
と
こ
ろ

　

文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

　
（
二
之
宮
東
3

－

2
）

▶とき：10月28日㈰　
            午前の部：午前10時30分開場　午前11時開演
　　　　午後の部：午後 2時30分開場　午後 3時開演
▶ところ：市民文化会館
▶チケット料金：500円（9月1日㈯から一般販売開始）
　※全席自由。チケットは午前・午後の各ステージごとに必要です
▶チケット取り扱い＆お問い合わせ
　磐田ダンスエボリューション運営事務局　☎0538-35-9569
   磐田文化振興会　☎0538-35-7133

▲しっぺいを採寸する学生たち

今年もアツい

盛り上がる!!

ダ
ン
ス
で
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暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
医
療

　

磐
田
市
で
は
、
４
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
に
な
る
2
0
2
5

年
に
は
、
3
人
に
1
人
が
65
歳
以
上

の
高
齢
者
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
安
心
し
て
快
適
に
暮

ら
す
た
め
に
医
療
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

適
切
な
医
療
を
受
け
る
た
め
に

　

病
院
を
受
診
す
る
際
に
、
で
き
る

だ
け
設
備
の
整
っ
た
病
院
に
行
き
た

い
と
思
う
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
設
備
の
整
っ
た
大
き

な
病
院
で
の
診
療
を
軽
症
の
患
者
さ

ん
で
占
め
て
し
ま
う
と
、
緊
急
性
の

高
い
患
者
さ
ん
や
重
症
の
患
者
さ
ん

の
診
療
に
支
障
を
来
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

必
要
な
人
が
必
要
な
と
き
に
適
切

な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
次

の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

▼
症
状
に
応
じ
て
、
病
院
・
診

療
所
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

▼
※

コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
ま
し
ょ
う

※
コ
ン
ビ
ニ
受
診
…
軽
症
の
患
者
が

問健康増進課（i
あい

プラザ 3階）☎ 0538-37-2011　ＦＡＸ 0538-35-4586

医療の安全・安心を守るために

医療機関を適切に利用しましょう

「
平
日
は
休
め
な
い
」
な
ど
の
個
人
的

な
理
由
で
救
急
外
来
を
夜
間
や
休
日

に
受
診
す
る
こ
と

受
診
の
際
に
心
掛
け
る
こ
と　

　

適
切
な
医
療
を
受
け
る
た
め
に
、

受
診
の
際
に
は
次
の
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

▼
医
師
や
看
護
師
な
ど
と
よ
く
相
談

し
、
治
療
法
を
決
め
ま
し
ょ
う

▼
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
医
師
や
看

護
師
な
ど
に
質
問
し
ま
し
ょ
う

▼
医
師
や
看
護
師
な
ど
に
自
覚
症
状

と
病
歴
を
伝
え
ま
し
ょ
う

▼
医
師
や
看
護
師
な
ど
に
は
、
そ
の

後
の
変
化
も
伝
え
ま
し
ょ
う

　

受
診
し
た
際
に
は
、
医
師
や
看
護

師
な
ど
医
療
従
事
者
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

自
分
の
か
ら

だ
を
医
療
に
任

せ
る
の
で
は
な

く
、
自
己
管
理

す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
毎
年
健
康
診
断
を
受
け
、

自
分
の
体
の
調
子
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
病
気
の
未
然
の
発
見
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

～市民と医療と行政の橋渡し～

「地域医療いわた」

　「地域医療いわた」は、地域
医療を支えるため、医師や看護
師への「ありがとうメッセー
ジ」の募集、「健康維持増進」
や「看取り」に関する講座の開
催など、市民と医療と行政の架
け橋となる活動をしています。
　活動に関するお問い合わせは、
以下にご連絡ください。

問地域医療いわた（代表：三輪）
　☎ 0538-36-1890

夜間・休日の急な発病は磐田市急患センターへ

　磐田市急患センター（上大之
郷 51）は開設 6 年目を迎え、毎
年、市内の救急患者の 3 分の 1
程度にあたる約 1 万人もの方が
利用されています。
　同センターは、医療機関の診
療時間外となる休日や夜間の急
な発病やけがなど、手術や入院の必要のない比較的軽い症状の患
者さんの応急処置を行う一次救急医療施設です。磐田市医師会の
協力を得ながら運営していますが、当番の医師は毎日異なり、医
師によって専門の診療科は異なります。全ての病気を同センター
で診ることは困難なため、急を要さない場合は、平日の日中にか
かりつけ医への受診をお願いします。同センターの診療時間、診
療科目は 21 ページ「夜間・休日急患診療」をご覧ください。
　今後も皆さんが安心して安全な医療を受けられるよう、一人一
人が正しく医療機関を利用し、地域の医療を守っていきましょう。

問磐田市急患センター☎ 0538-32-5267（診療時間内のみ）

◀
医
師
や
看
護
師
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
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知らせお市からの

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
さ
れ
て
い
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
は

交
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
講
座
や
サ
ー

ク
ル
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
年
間
を
通
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
が
行
わ
れ
、
老
若

男
女
の
交
流
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
、
生
き
生
き
と
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
多
年
に
わ
た
り
地

域
や
社
会
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者

を
敬
い
、
地
域
の
み
ん
な
で
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

　
　

問
福
祉
課
（
ｉあ
い

プ
ラ
ザ
3
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
3
1

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

37

－

6
4
9
5

　

昭
和
26
年
に
「
と
し
よ
り
の
日
・
と
し

よ
り
の
週
間
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
世
論
を
高
め
る
力
と
な
り
、
全
国
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
展
開
さ
れ
、
平

成
13
年
の
老
人
福
祉
法
の
改
正
で
9
月
15

日
が
「
老
人
の
日
」、同
月
21
日
ま
で
が
「
老

人
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
均
寿
命
が
男
女
と
も
80
歳
を
超
え
、

高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
60
歳
を
過
ぎ
て
も
現
役
で

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
、
子
ど
も
達
の
登

下
校
の
見
守
り
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
、
積
極
的
に
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
ち
、

健
幸
な
い
わ
た
・
健
康
長
寿
を
目
指
し
て

9
月
15
日
は
老
人
の
日
、
15
日
～
21
日
は
老
人
週
間
で
す

平成 30年度の市内の長寿の状況
喜寿（	 77 歳）	 1,872 人	（男 904 人、女 968 人）
米寿（	 88 歳）	 867 人	（男 315 人、女 552 人）
百寿（	100 歳）	 47 人	（男 10 人、女 37 人）
100 歳以上	118 人（男 20 人、女 98 人）
※上記は本年度内に年齢に達する方
【最高年齢　男 105 歳　女 107 歳】
※最高齢者は平成 30年 8月 1日現在

健幸とは ･･･
　「健康は幸せの源であり、生涯を通
じて健康で生きがいを持ち、幸せな
生活を営んでいる」という考え方に
よる造語です。健幸には、自ら健康
で自立した生活が
できるように努め
ることが大切です。

　
　
問
福
祉
課
（
ｉあ
い

プ
ラ
ザ
3
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
1
4

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

36

－

1
6
3
5

ご
存
知
で
す
か
？
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
「
民
生
委
員
」
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委

嘱
す
る
非
常
勤
特
別
職
の
公
務
員
で
、
無

報
酬
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
任
期
は
３
年

で
す
が
、
再
任
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
全

て
の
民
生
委
員
は
、「
児
童
委
員
」
を
兼
ね

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、一
部
の
児
童
委
員
は
、

児
童
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当
す

る
「
主
任
児
童
委
員
」
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
磐
田
市
で
は
3
2
7
人
が
活
躍

し
て
い
ま
す
（
平
成
30
年
6
月
末
現
在
）。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
生
活
上
の
悩
み

や
心
配
事
な
ど
、
担
当
地
域
の
相
談
に
広

く
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
、

適
切
な
専
門
機
関
を
紹
介
す
る
な
ど
、
必

要
な
支
援
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、定
期
的
な
訪
問
な
ど
を
通
じ
て
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
、
子
ど
も
た
ち

の
見
守
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
行
政
の
依
頼
に
よ
り
、
担

当
区
域
の
状
況
調
査
な
ど
に
協
力
し
た
り
、

地
域
の
課
題
解
決
や
支
援
に
取
り
組
む
た

め
、
研
修
会
な
ど
で
必
要
な
知
識
の
習
得

に
努
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

秘
密
は
守
っ
て
も
ら
え
る
の
？

　

委
員
に
は
、
法
に
よ
り
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
委
員
活
動
で
知
り
得

た
情
報
は
、
退
任
後
も
変
わ
ら
ず
守
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
相
談
内
容
や
個
人
の
秘

密
を
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
近
な
相
談
相
手
・
見
守
り
役

地
域
を
つ
な
ぐ　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

※
お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

福
祉
課
生
活
支
援
グ
ル
ー
プ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

ひとりで悩んでいませんか？

民生委員・児童委員が、必要な
支援への「つなぎ役」になります !

家族の介護のことで
相談したい

ひとり暮らしで心細い ･･･
何かあった時にどうしよう

初めての子育てで心配 ･･･
誰に相談したらいいの？
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問
商
工
観
光
課
（
西
庁
舎
1
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
1
9

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

37

－

5
0
1
3

中
小
企
業
の
課
題
解
消
を
支
援
す
る

専
門
家
派
遣
制
度
を
開
始
し
ま
す

専
門
家
派
遣
制
度
と
は

　

中
小
企
業
な
ど
を
取
り
巻
く
経
営
課
題

は
、「
事
業
承
継
」、「
経
営
革
新
」、「
経
営

改
善
計
画
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
こ
れ

ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、

専
門
家
に
よ
る
伴
走
型
支
援
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
中
小
企
業
支
援
の
一
環
と
し

て
専
門
家
を
招
き
、
適
切
な
指
導
・
助
言

を
い
た
だ
く
専
門
家
派
遣
事
業
を
開
始
し

ま
す
。
経
営
課
題
に
直
面
す
る
中
小
企
業

の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

・
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業

の
方

　

・
磐
田
商
工
会
議
所
ま
た
は
磐
田
市
商

工
会
の
会
員
企
業

▼
対
象
事
業

　

・
事
業
承
継
、
第
二
創
業
、
経
営
革
新
、

経
営
改
善
計
画
な
ど
事
業
経
営
に
関

す
る
こ
と

　

・
も
の
づ
く
り
補
助
金
、
小
規
模
持
続

化
補
助
金
、
創
業
補
助
金
、
小
規
模

経
営
力
向
上
事
業
補
助
金
等
補
助
金

に
関
す
る
こ
と

▼
そ
の
他

　

・
派
遣
は
、
1
企
業
に
つ
き
1
テ
ー
マ

と
し
、
5
回
ま
で

　

・
経
費
の
3
分
の
1
は
、
企
業
負
担
と

な
り
ま
す

▼
申
し
込
み

　

本
事
業
は
、
磐
田
市
商
工
会
が
窓
口
と

な
り
専
門
家
の
仲
介
を
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
、
電
話
で
お
近
く
の
商
工
会
へ
。

○
磐
田
市
商
工
会
問
い
合
わ
せ
先

　

本
所☎
0
5
3
8

－

36

－

9
6
0
0

　

福
田
支
所

☎
0
5
3
8

－

58

－

0
1
0
1

　

竜
洋
支
所

☎
0
5
3
8

－

66

－

2
5
2
4

　

豊
田
支
所

☎
0
5
3
8

－

36

－

0
1
2
1

　

豊
岡
支
所

☎
0
5
3
9

－

62

－

2
2
6
6

磐
田
市
U
I
J
タ
ー
ン
就
職
促
進
事
業

大
学
生
な
ど
の
U
I
J
タ
ー
ン
就
職
を
応
援
し
ま
す
！

問
商
工
観
光
課
（
西
庁
舎
1
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
1
9

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

37

－

5
0
1
3

　

市
で
は
、
県
内
だ
け
で
な
く
、
首
都
圏
・

中
京
圏
な
ど
県
外
の
大
学
な
ど
に
通
う
学

生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
市
内
企
業
へ
の

就
職
に
必
要
な
情
報
提
供
か
ら
就
職
マ
ッ

チ
ン
グ
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
磐
田
市

U
I
J
タ
ー
ン
就
職
促
進
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

就
活
生
を
対
象
に
し
た
企
業
説
明
会
・

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
、

今
後
就
職
活
動
を
行
う
学
生
の
皆
さ
ん
の

企
業
研
究
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
検
索
サ
イ
ト
で
「
磐
田
de
」
で

検
索
、
ま
た
は
次
の
2
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

か
ら
専
用
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

就
職
情
報
い
っ
ぱ
い
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
よ
う
！

産
業
振
興
フ
ェ
ア
in
い
わ
た

▼
と
き

　

11
月
９
日
㈮
・
10
日
㈯

▼
と
こ
ろ

　

ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
（
上
新
屋
3
0
4
）

▼
内
容

　

市
内
外
の
モ
ノ
作
り
企
業
1
8
0
社
が

一
堂
に
会
し
ま
す
。
各
企
業
の
ブ
ー
ス
展

示
の
ほ
か
、
2
日
目
に
は
学
生
を
対
象
と

し
た
業
界
研
究
も
開
催
し
ま
す
。

魅
力
発
見
フ
ェ
ア
in
名
古
屋

▼
と
き

　

来
年
2
月
13
日
㈬

▼
と
こ
ろ

　

名
古
屋
国
際
会
議
場
（
愛
知
県
名
古
屋

市
熱
田
区
熱
田
西
町
１
番
１
号
）

▼
内
容

　

企
業
・
官
公
庁
約
40
社
が
出
展
し
、
業

界
説
明
と
磐
田
地
域
で
“
は
た
ら
く
・
く

ら
す
魅
力
”
を
発
信
し
ま
す
。

い
わ
た
・
ふ
く
ろ
い
就
職
フ
ェ
ア

▼
と
き

　

来
年
4
月
上
旬

▼
と
こ
ろ

　

ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田

▼
内
容

　

磐
田
市
・
袋
井
市
内
外
の
企
業
が
多
数

参
加
し
、
採
用
担
当
者
か
ら
直
接
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
企
業
と
出
会
え

る
県
下
最
大
級
の
合
同
企
業
説
明
会
で
す
。

▲専用サイト
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知らせお市からの

９
月
10
日
は
「
屋
外
広
告
の
日
」
で
す

そ
の
看
板
、
大
丈
夫
？

問
都
市
計
画
課
（
西
庁
舎
2
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
9
0
7

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

36

－

2
4
5
9

　

屋
外
広
告
物
は
、
街
を
彩
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、

適
切
な
維
持
管
理
が
さ
れ
な
か
っ
た
と
き

は
、
人
に
被
害
を
与
え
る
も
の
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

高
ま
る
事
故
の
リ
ス
ク　

　

屋
外
広
告
物
は
、
風
や
雨
、
強
い
日
差

し
な
ど
の
厳
し
い
自
然
環
境
に
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
に
見
え
て
も
、
気
付
か
ぬ
う
ち

に
部
材
の
腐
食
や
ゆ
る
み
、
劣
化
が
進
み
、

落
下
、
破
損
、
倒
壊
な
ど
の
事
故
が
生
じ
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
を
招
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

定
期
的
な
点
検
で
安
全
管
理
を　

　

看
板
事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
、
定
期

的
に
点
検
を
行
い
、
安
全
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
「
危
険
サ
イ
ン
」
を
見
つ
け
た
ら
、
屋
外

広
告
業
者
に
点
検
や
補
修
な
ど
を
依
頼
し

ま
し
ょ
う
。
早
期
対
応
が
事
故
を
防
ぎ
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル　

　

屋
外
広
告
物
の
設
置
に
は
ル
ー
ル
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
磐
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
都
市
計
画
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※地震や大型台風の後などは、屋外広告業者に　
　臨時点検を依頼しましょう

▲内照式看板内部の腐食 ▲看板底部の留め具の破損

▲柱根元のサビを放置し、倒壊 ▲看板本体からポールへの汚ダレ

危険サインのセルフチェック
 　□　取付（支持）部分のサビ、腐食
 　□　主要部材の変形、サビ、腐食
 　□　ブラケットからのサビの汚ダレ
 　□　看板の傾き
 　□　パネル板のひび、破損
 　□　パネル板のがたつき、外れかけ
 　□　表示面の汚染、変色、剥離
 　□　照明の正常点灯
 　□　照明器具の傾き、外れかけ
 　□　部材 ･ 部品の欠落

美
し
く
住
み
や
す
い
ま
ち
へ

な
く
そ
う
！
不
法
投
棄

問
環
境
課
（
西
庁
舎
1
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

2
7
0
2

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

37

－

5
5
6
5

　

不
法
投
棄
は
、
ご
み
を
集
積
所
や
処
分

場
に
出
す
な
ど
の
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に

従
わ
ず
、
道
路
や
河
川
、
私
有
地
な
ど
に

み
だ
り
に
捨
て
る
行
為
で
す
。
レ
ジ
袋
な

ど
の
少
量
の
ポ
イ
捨
て
も
不
法
投
棄
に
あ

た
り
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

不
法
投
棄
を
し
た
場
合
は
、
5
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
、
1
千
万
円
以
下(

法
人

の
場
合
は
3
億
円
以
下)

の
罰
金
、
ま
た
は

そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。　

不
法
投
棄
対
策

　

市
や
地
域
な
ど
で
は
、
不
法
投
棄
を
未

然
に
防
止
し
、
投
棄
物
を
回
収
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
不
法
投
棄
で
困
っ
て
い
る
方
へ
啓
発
看

板
の
貸
し
出
し
、
投
棄
さ
れ
や
す
い
場

所
へ
啓
発
看
板
の
設
置

▼
地
域
と
協
力
し
、
市
全
域
で
年
2
回
、
環

境
美
化
活
動
を
実
施

▼
市
職
員
や
委
託
業
者
に
よ
る
不
法
投
棄

ご
み
の
回
収
や
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

▼
環
境
美
化
指
導
員
や
ま
ち
美
化
パ
ー
ト

ナ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
の
協

力
に
よ
る
監
視
や
巡
回

▼
悪
質
な
不
法
投
棄
や
不
法
投
棄
防
止
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
は
、
磐
田
警
察
署
と
連

携
し
対
応

※
市
か
ら
磐
田
警
察
署
へ
提
供
し
た
不
法

投
棄
情
報
に
よ
っ
て
、
投
棄
者
が
特
定

さ
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
環
境
へ

　

不
法
投
棄
は
、
草
木
が
茂
っ
て
い
た
り
、

物
が
野
積
み
に
さ
れ
て
い
た
り
す
る
所
な

ど
、
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
場
所
に

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
私
有
地
に
捨
て
ら
れ
た
不
法

投
棄
ご
み
の
回
収
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
の
方
は
、

不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か

ら
草
刈
り
や
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
な
ど
、

適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
法
投
棄
を
し
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら

　
「
日
時
」
や
「
場
所
」「
投
棄
者
の
特
徴
」

「
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
」
な
ど
を
記
録
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
後
、
環
境
課
ま
た
は
磐
田

警
察
署(

☎
0
5
3
8

－

37

－

0
1
1
0)

へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
投
棄
者
と
の
接
触
は
危
険
で
す

の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　　
「
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
」
と
い
う
マ
ナ
ー

を
欠
い
た
不
法
投
棄
は
、
ま
ち
の
景
観
を

損
な
う
だ
け
で
な
く
、
住
ん
で
い
る
人
々

の
心
も
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。
ご
み
の

不
法
投
棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
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問スポーツ戦略室（本庁舎 2階）
　☎ 0538-37-2116　ＦＡＸ 0538-37-5034

エコパスタジアム開催試合
来年  9月28日㈯
　午後4時15分～

アイル
ランドＶ日本

来年10月  4日㈮
　午後6時45分～

イタリアＶ南アフリカ

来年10月  9日㈬
　午後4時15分～

ロシアＶスコット
ランド

来年10月11日㈮
　午後7時15分～

ジョージアＶオースト
ラリア

チケットのお申し込みはこちら
◎一般抽選販売による通常チケット申込期間
　9月19日㈬～ 11月12日㈪
◎抽選結果発表日
　11月26日㈪
◎申し込み
　チケット販売公式ホームページから。
　（購入にはインターネットからのID登録が必要です）
◎その他
　支払期間などの詳細は、チケット販売
　公式ホームページをご覧ください

1.英会話教室in向笠交流センター【5/8㈫～】
　外国人観光客などに自
慢の故郷「いわた」を案
内できるよう、全6回の英
会話教室を開催しました。
約20人が参加し、英語で
市のPRに挑戦しました。

2.国際理解集会in東部小学校【6/28㈭】
　2019年のRWCを主なテーマとして開催し、全校児
童約800人が市職員からラグビーのルーツや大会の概
要を学びました。

3.ラグビー講座in西貝交流センター【7/4㈬】
　ヤマハ発動機ジュビロ
から講師を招き、約30人
の参加者がRWCの歴史や
ラグビーのルール、魅力
を学びました。

RWCを磐田から盛り上げよう！

優勝トロフィーが磐田にやってくる！

ラグビーワールドカップ　チケット 検索 ▲チケット販売
公式ホーム
ページ

ラグビーワールドカップ2019TM

世界の強豪チームがエコパにやってくる

　2019年9月20日㈮～ 11月2日㈯に日本でラグ
ビーワールドカップ（以下、RWC）が開催さ
れます。県内ではエコパスタジアムで4試合が
行われるほか、磐田市と掛川市では、右の3カ
国のチームが大会期間中にキャンプを行うこと
が決定しました。
　市内では、この大会を盛り上げるためにさ
まざまな取り組みを行っています。この大会
が日本にやってくるのは、「一生に一度」かも
しれません。世界レベルの戦いをその目で、
その耳で、その肌で感じてみませんか。

掛川市・磐田市合同
公認キャンプチーム決定！

　全国12都市を巡回するRWCポップアッ
プミュージアムが、9月15日㈯、16日㈰に
ららぽーと磐田で実施されます。また、期
間中（どちらか1日）、優勝トロフィー「ウ
ェブ・エリス・カップ」が県内初披露される予定です。

13 平成30年8月号
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●内容の分類について
　�情報BOXは内容により「　お知らせ」「　健康」「　スポーツ」「　学習」「　催し」の5つに
分けてあります。子どもを対象としたものには マークが付いています。

知 健 ス 学 催
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にこっとハローワーク
をご利用ください知

ひと・ほんの庭　にこっとでは、ハロー
ワーク磐田と連携し「にこっとハローワーク

（愛称：にこハロ）」を始めます。お仕事探
しの窓口としてご利用ください。
▶とき／毎週水曜日・金曜日　午後1
時30分～４時30分　▶ところ／ひと・
ほんの庭　にこっと（上新屋304）　▶
対象／主に子育て中の方　▶内容／
職業相談・紹介、子育てと両立しやす
い求人情報の提供、応募書類の作成・
面接のアドバイス、各種セミナー・面接会
のご案内など　▶相談員／ハローワーク
磐田職員　▶申込／不要。当日、直
接会場へ。お気軽にご相談ください
問ひと・ほんの庭　にこっと
　☎36-1711　ＦＡＸ 36-1713

いわたゆきまつり2019
実行委員募集説明会知

▶とき／①8月29日㈬　②9月2日㈰　
午後7時30分～ 9時　▶ところ／①
市役所西庁舎3階301 ～ 303会議室　
②i

あい

プラザふれあい交流
室1　▶対象／18 ～35
歳の方(高校生不可)　
問地域づくり応援課
　☎37-4811　ＦＡＸ 32-2353

鎌田第一土地区画整理
事業計画変更の縦覧知

▶とき／ 9月18日㈫～ 10月2日㈫　▶
ところ／都市整備課（西庁舎1階）　
▶内容／磐田市鎌田第一土地区画整
理事業　第４回事業計画変更につい
ての縦覧　▶意見の提出／利害関係
者でこの案に意見のある方は、10月3日
㈬～ 17日㈬（必着）に直接または郵
送で意見書（任意様式）を記入の上、
宛名を｢静岡県知事　川勝平太」とし、
静岡県景観まちづくり課（〒420-8601　
静岡市葵区追手町9-6）へ
問都市整備課☎37-4830　ＦＡＸ 37-8960

都市計画変更に関する
公聴会の開催知

▶とき／ 9月13日㈭　午後3時～　▶
ところ／御厨交流センター　▶内容
／新貝地区内の①磐田都市計画 用
途地域（容積率）の変更②磐田都市
計画 準防火地域の変更　▶傍聴方
法／当日、直接会場へ（公述者がい
ない場合は中止）　▶公述方法／都
市計画課（西庁舎2階）または市ホー
ムページにある公述申出書に必要事項
を記入の上、9月6日㈭までに直接または
郵送（当日午後5時15分必着）で、
都 市 計 画 課（〒438-8650 国 府 台
3-1）へ提出　▶その他／都市計画
原案は8月23日㈭から都市計画課また
は市ホームページで閲覧できます
問都市計画課☎37-4907　ＦＡＸ 36-2459

市ホームページを
リニューアルします知

　磐田市ホームページが、誰でも使いや
すく、より見やすくなって生まれ変わりま
す。新ホームページでは、スマートフォン
など端末に合わせてサイズが最適化さ
れるほか、デザインが一新されます。公
開後は、トップページ以外のURLが変
更され、またしばらくの間キーワード検索
によるページ検索ができなくなりますので、
ご注意ください。　
▶公開予定日／ 9月3日㈪　
問広報広聴・シティプロモーション課
　☎37-4827　ＦＡＸ 32-3946

平成31年磐田市成人式の
実行委員を募集知

　企画・運営に参加して、思い出に残
る成人式をつくってみませんか。
▶活動期間／成人式当日まで（打ち合
わせは全2回程度）　▶対象／新成
人の方（平成10年4月2日～平成11
年4月1日生）で磐田市成人式に参加
予定の方　▶申込／ 9月28日㈮まで
に直接または電話で地域づくり応援
課（本庁舎2階）へ　▶その他／実行
委員会は式典の開催と
同様、5地区に分かれて
実施します
成人式の開催について
▶とき／来年1月13日㈰　午前10時
30分～（受付は午前10時～）

地　区 ところ

磐田地区 市民文化会館

福田地区 福田中央交流センター

竜洋地区 竜洋なぎの木会館

豊田地区 アミューズ豊田

豊岡地区 豊岡中央交流センター

▶その他／今年11月1日時点で住民
基本台帳に登録されている方には、11
月中旬に案内状を送付します。登録し
ていない方で参加を希望する方は、地
域づくり応援課へご連絡ください
問地域づくり応援課
　☎37-4811　ＦＡＸ32-2353

国民健康保険
被保険者証の更新知

現在お使いの国民健康保険被保険
者証（クリーム色）の有効期限は、9月30
日㈰です。新しい被保険者証（藤色）は、
9月中旬に郵送します。

10月1日㈪からは、新しい被保険者証
を使用してください。なお、古い被保険
者証は、ご家庭で処分してください。
問国保年金課☎37-4833　ＦＡＸ37-4723

住宅・土地統計調査
のお知らせ知

住宅・土地統計調査は、住生活に関
する最も基本的で重要な調査で、平成
30年10月１日を調査期日として全国一
斉に実施されます。
　調査対象となる世帯には、9月中旬
から統計調査員が調査書類を配布しま
す。ご協力よろしくお願いします。
※パソコンやスマートフォンによる回答も
可能です
問総務課☎37-4803　ＦＡＸ 37-4829
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●電話番号表記について
　�旧磐田市・旧福田町・旧竜洋町・旧豊田町の市外局番「0538」の表記は
　省略し、旧豊岡村の「0539」については表記しています。
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市立総合病院の臨時職員を募集知
▶職種／臨床支援士（医師事務作業補助員）　▶仕事の内容／医師の指示の
もとで、診断書作成、カルテの記載、紹介状の作成、資料作成、外来診療補
助など（詳細は面接時にご説明します）　▶勤務時間／午前8時15分～午後4
時45分　▶休日など／土曜日・日曜日・祝日・年末年始、年次有給休暇あ
り　▶時給／ 860円（通勤手当・賞与あり）　▶その他／詳しくは、市立総
合病院ホームページ（http://www.hospital.iwata.shizuoka.jp/）をご覧くだ
さい
問市立総合病院 病院総務課☎38-5032　ＦＡＸ38-5050

浄化槽の点検・検査を受けましょう知
浄化槽は、家庭からの生活排水を浄化し、地域の快適な生活環境を守っています。

浄化槽の機能を十分に発揮させるため、浄化槽法に基づく①保守点検（年3、4回以
上）②清掃（年1回以上）③法定検査〔11条検査〕（年１回）を必ず行いましょう。

今年9月以降には、法定検査（11条検査）未受検者に対する指導として、（一財）
静岡県生活科学検査センターから受検案内通知や電話による受検依頼を実施する
予定です。未受検者の方は、ご承知いただくとともに、水環境を守るため必ず法定検
査を受検しましょう。
▶法定検査申し込み先／（一財）静岡県生活科学検査センター（☎054-621-
5030）　▶維持管理に関する問い合わせ先／県西部健康福祉センター（☎
37-2250）
問下水道課☎58-3282　ＦＡＸ 58-3271

磐田市環境市民会議委員を募集知
▶対象／申込時に市内在住・在勤・在学の満２０歳以上の方　▶内容／環境の
保全などに関する取り組みについて審議する　▶定員／ 3人（選考により決
定）　▶報酬／市の報酬規定により支給　▶任期／おおむね2年間　▶申込／ 8
月29日㈬～9月19日㈬に環境課で配布する応募用紙（市ホームページからダウンロー
ド可）に必要事項を記入の上、直接または郵送、ＦＡＸで環境課（〒438-8650　国
府台3-1　西庁舎1階）へ
問環境課☎37-4874　ＦＡＸ37-5565

特定初診料・特定再診料・自費診療料の料金改正知
　市立総合病院では国の診療報酬改定に伴い、平成30年9月1日から次のと
おり料金の改正を行います。特定初診料は、初診時に他の医療機関から紹介
なく受診された場合、特定再診料は、病状が安定し医師が他の医療機関に文
書による紹介を行ったにもかかわらず受診された場合、ご負担いただくよう
になります。また、自費診療料は、日本の健康保険をお持ちでない場合、1
点につき20円となります。

特定初診料 　[現行]　2,700円（税込み）→　[改正後]　5,400円（税込み）

特定再診料 　[現行]　なし　　　　　　 →　[改正後]　2,700円（税込み）

自費診療料 　[現行]　1点10円で計算　  →　[改正後]　1点20円で計算　

問市立総合病院 医事課☎38-5000㈹　ＦＡＸ38-5041　

ふるさと納税返礼品の
提案事業者を募集知

　 磐田市の魅力発信やPRにつなが
る商品やサービスを返礼品として提
供していただく事業者を随時募集し
ています。
▶応募資格／本社、営業所のいずれ
かを市内に有し、市税の滞納がない
事業者　▶対象商品／市内で、生
産・製造・加工・サービスの提供の
いずれかがされている商品　▶その
他／詳しくは市ホームページをご覧
ください
問秘書政策課☎37-4781　ＦＡＸ36-8954

空き家に関する
ワンストップ広域相談会知

▶とき／ 11月17日㈯　午前10時～午
後3時　▶ところ／ｉ

あい

プラザ2階健康づ
くり室　▶対象／県内に居住する方お
よび県内に空き家を所有する方　▶内
容／空き家に関する心配事やお悩み

（相続、税金、法律など）について専
門家（宅建士、税理士、司法書士、
建築士など）が相談に応じます　▶費
用／無料　▶相談時間／ 1組30分以
内　▶申込／11月16日㈮午後5時まで
に電話またはＦＡＸで、静岡県不動産
流通活性化協議会事務局（☎054-
247-3823　ＦＡＸ054-247-3817）へ
問建築住宅課☎37-2706　ＦＡＸ33-2050

平成31年度入学予定児童を
対象とした就学時健康診断知

来年度、市内小学校へ入学する子ど
も（平成24年4月2日～平成25年4月１日
生まれ）を対象とした就学時健康診断
を、10～11月に各小学校で実施します。

詳細は9月以降、郵送で通知します。
学校により、実施日や受付時間などが
異なりますので、通知文書をご確認くだ
さい。（市教育委員会ホームページで日
程一覧をご覧いただけます）
問学校教育課☎37-4923　ＦＡＸ 36-3205
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やさしい健康教室健
▶とき／ 9月21日㈮　午後2時～ 3
時　▶ところ／市立総合病院2階講
堂　▶対象／成人　▶内容／老年期
にみられる腰痛症　
▶講師／市立総合
病院整形外科科長　
鈴木隆

たか

辰
よし

　▶参加
費／無料　▶申込
／不要。当日、直接会場へ　
問市立総合病院 健診センター　
　☎38-5031　ＦＡＸ38-5059

東海アクシス看護専門学校　平成31年度社会人入学生を募集知
▶募集人数／看護学科（修業年限3年）推薦入試と合わせて30人程度　▶受
験資格／①昭和62年4月2日以降に生まれた方　②平成29年3月以前に管内6
市町（磐田市、掛川市、袋井市、御前崎市、菊川市、森町）および浜松市、島田市、
牧之原市）に所在する高等学校を卒業した方　③入学試験に合格した場合、必ず
入学する方　④卒業後は、管内6市町の医療機関に就業する意志を持つ方　▶
出願期間／ 9月7日㈮～ 21日㈮（午後5時必着）　▶試験日／ 10月19日㈮・31
日㈬　▶試験会場／東海アクシス看護専門学校（袋井市上田町267-30）　▶合
格発表／ 11月15日㈭　▶願書請求方法／東海アクシス看護専門学校窓口で配
布。郵送を希望する方は、ホームページ（http://www.axis-ns.jp/）をご確認ください
問東海アクシス看護専門学校☎43-8111　ＦＡＸ43-8122

市立総合病院第14回
 市民公開講座

▶とき／ 9月8日㈯　午後1時30分～
3時30分（受付は午後1時～）　▶と
ころ／アミューズ豊田ゆやホール　
▶内容／「正しく知ろう　認知症　
～最期までその人らしくいるために
～」　▶講師／①保健師 森田洋一

「まずは認知機能をチェック！」②神
経内科部長　藤本正也「薬に頼らな
い認知症治療」③認知症看護認定看
護師 鈴木智子・作業療法士 馬場博規

「頭と体のアンチエイジング」　▶定
員／先 着300人　▶参加費／ 無 料　
▶持ち物／筆記用具　▶申込／住所、
氏名、電話番号、参加人数を電話、
FAX、Ｅメールで市立総合病院地域
医療連携室（Eメール：chiikirenkei@
hospital.iwata.shizuoka.jp）へ
問市立総合病院 地域医療連携室
　☎38-5545　ＦＡＸ38-5549

健

東海アクシス看護専門学校　開校25周年記念講演会知
▶とき／ 9月9日㈰午前9時30分受付　10時開演　▶ところ／東海アクシス看護
専門学校3階視聴覚室（袋井市上田町267-30）　▶内容／演題：「声のもつ力　
～温もりのコミュニケーション～」　▶講師／上藤美紀代（元静岡放送アナウンサー）　　
問東海アクシス看護専門学校☎43-8111　ＦＡＸ43-8122

知っていますか？建退共制度知
建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進

と建設業を営む中小企業の振興を目的として設立された退職金制度です。加入でき
る事業主は建設業を営む方です。対象となる労働者は建設業の現場で働く人です。
掛け金は日額310円です。
問（独）勤労者退職金共済機構☎03-6731-2866　ＦＡＸ03-6731-2895

全国一斉「子どもの人権110番」強化週間知
　いじめや体罰、虐待などでお困りの方、家族からの相談も受け付けています。
▶とき／ 8月29日㈬～ 9月4日㈫　午前8時30分～午後7時（ただし、土・日曜日
は午前10時～午後5時まで）　▶相談先／電話相談窓口（☎0120-007-110）
問静岡地方法務局人権擁護課☎054-254-3555　ＦＡＸ054-205-0373

がんサロン「なごみ」健
▶とき／ 9月28日㈮　午後1時30分
～ 3時30分　▶ところ／市立総合病
院周産期母子医療センター講堂　▶
対象／がん患者や家族　▶内容／患
者、家族の交流や情報交換など　▶
申込／不要。当日、直接会場へ　
問市立総合病院 がん相談支援センター　
　☎38-5286　ＦＡＸ38-5050

飲食店チャレンジ出店者募集知
　ワークピア磐田「はじまりキッチン」では、専門家の支援を受けながら
飲食店開業の体験をすることができます。夢への一歩を踏み出してみ
ませんか。
▶応募資格／起業を目指し、やる気のある方。創業計画書を作成し提
出できる方　▶募集業種／飲食店営業、喫茶店営業、菓子製造業　▶出店期間
／最長3カ月　▶基本料金・諸経費／ 1カ月50,000円（税込）（専門家指導料、
広告料・電気・ガス・水道、厨房機器使用料含む）　※その他費用：保証金、敷金・
礼金なし。保健所申請費用・保険費用は自己負担　▶使用可能厨房機器など／
ガスコンロ、オーブン、電子レンジ、冷蔵庫、製氷機など　※ご相談ください　▶応募
書類／出店申込書・創業計画書（市ホームページからダウンロード可）に必要事項を
記入の上、直接または郵送ではじまりのオフィス（〒438-0086　見付2989-3）へ
問はじまりのオフィス事務局（ワークピア磐田内）☎・ＦＡＸ30-6255
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親子の絆づくりプログラム（BPプログラム）参加者を募集学
　初めて親になったお母さんのための「子育ての仲間づくり・親子の絆づく
り・育児知識の学び」の講座の参加者を募集します。

とき ところ 定員 申込期限
9月21日㈮・28日㈮・
10月5日㈮・12日㈮ 13:30～15:30 豊岡中央交流センター

小会議室 20人 9月11日㈫

10月3日㈬・10日㈬・
17日㈬・24日㈬ 10:00～12:00 子育て支援センター

「エンジェル」 20人 9月21日㈮

▶対象／生後2 ～ 5カ月の第1子とその母親　▶参加費／ 864円（テキスト代
実費のみ）　※初回に集金　▶持ち物／おむつ、授乳用品、バスタオル　▶
申込／申込期限までに電話で発達支援室へ
問発達支援室☎37-4853　ＦＡＸ37-4631

新豊院山古墳群と向笠文化財見学ツアー参加者を募集学
▶とき／ 9月23日㈷　午前9時～午後3時　▶集合・開催場所／新豊院山境内　
▶内容／①午前9時～正午：向笠文化財見学ツアー②午後1時30分～：新豊
院山古墳群の見学③午前9時～午後3時：向笠地区の遺物の展示　▶定員／
①のみ先着30人　▶申込／①のみ9月3日㈪～ 7日㈮に電話で文化財課へ　▶
その他／荒天の場合は中止になる場合があります
問文化財課☎32-9699　ＦＡＸ32-9764

「がん」に関する
ミニ講座

　9月は「がん征圧月間」です。これに
あわせて30分程度の「がん」について
のさまざまな「ミニ講座」を、開催します。
日時や内容は市立総合病院ホームペー
ジ（http://www.hospital . iwata.
shizuoka.jp/）に掲載しますので、ぜひ
お越しください。
問市立総合病院 がん相談支援センター　
　☎38-5286　ＦＡＸ38-5050

健

保育資格等取得応援事業学
▶とき／ 11月7日㈬、12月17日㈪　午前9時～ 11時45分（全2回）　▶ところ
／ｉ

あい

プラザ2階ふれあい交流室　▶対象／保育士資格の取得を目指す方（子育
て中の方を優先します）　▶内容／「子育て経験」を生かした再就職・再チャ
レンジ支援の試みのひとつとして、保育士資格の取得を目指す方を対象に、
保育や子育て現場に従事するために役立つ講座　▶定員／ 30人　▶受講料／
無料　▶申込／ 9月19日㈬～ 10月3日㈬までに郵送またはFAX、Eメールで申
込書（市ホームページからダウンロード可）を保育・子育てニーズ事業事務
局（委託先：東海道シグマ教育事業部　〒420-0857　静岡市葵区御幸町8-1　
JADEビル6階　ＦＡＸ054-252-3001　Eメールkyoiku@tokaido-sigma.jp）へ
問幼稚園保育園課☎37-4858　ＦＡＸ37-4631

甲種防火管理新規講習学
▶とき／ 10月23日㈫・24日㈬　午
前9時～午後4時　▶ところ／磐田
市消防署3階大会議室　▶定員／先
着75人　▶受講料／ 3,500円　▶申
込／ 9月19日㈬から10月12日㈮の午
前9時から午後5時の間に、消防本
部または消防署、分遣所にある受講
申込書（市ホームページからダウン
ロード可）に必要事項を記入の上、
受講料を添えて直接予防課（福田支
所3階）へ　※講習と申込書受付は
それぞれ日付と会場が異なりますの
でご注意ください
問予防課☎59-1718　ＦＡＸ59-1766

外国の子どもの
学習サポーター養成講座

　公立小学校で学ぶ外国人児童に寄
り添い、授業での日本語や学習を支
援するサポーターを養成します。
▶とき／ 10月14日㈰～ 11月22日
㈭（全4回）　▶ところ／豊田支所大
会議室（第2回以降は市内小学校）　
▶対象／外国人児童の支援に関心の
ある方　▶定員／先着6人　▶受講
料／無料　▶申込／ 9月28日㈮ま
でに電話（☎37-4988）またはEメー
ル（ice@iwataice.jp）で磐田国際交
流協会へ（詳細はお問い合わせくだ
さい）
問学校教育課☎37-4921　ＦＡＸ36-3205　

学

磐田温水プール・福田屋内スポーツセンターの利用料についてス
　平成30年4月1日から、磐田温水プールと福田屋内スポーツセンターでは
70歳以上のトレーニング室・プール利用料を一部変更しています。

旧料金 新料金

プール
一般 510円

一般 510円
70歳以上 300円

3歳以上
高校生以下 300円 3歳以上

高校生以下 300円

トレー
ニング室

一般 510円
一般 510円

70歳以上 300円
中学生以上
高校生以下 300円 中学生以上

高校生以下 300円

問磐田温水プール☎33-8855　ＦＡＸ33-8857
　福田屋内スポーツセンター ☎58-3131　ＦＡＸ58-3133
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静岡産業大学経営学部「冠講座」学
とき 内容 担当企業など

毎週火曜日
13：20 ～ 16：50 信用金庫の業務と地域との関わり 磐田信用金庫

毎週火曜日
13：20 ～ 15：00

次の 100 年に向かう土台づくりのため、「チームス
ズキ」と「ものづくりの強化」を目指すスズキの具
体的な取り組み

スズキ㈱

隔週水曜日
09：00 ～ 12：30

地方公共団体の現状や役割等について
※施設見学やグループワークに参加できる方 磐田市役所

毎週水曜日
10：50 ～ 12：30 製造業の基本機能と役割について ヤマハ発動機㈱

毎週水曜日
13：20 ～ 15：00

静岡県西部地域の動向、中小企業の課題と信
用金庫の取り組み 浜松信用金庫

毎週水曜日
15：10 ～ 16：50

スポーツウェルネス
～健康増進の基礎知識と静岡県の取り組み～

県経済産業部
新産業集積課

毎週木曜日
15：10 ～ 16：50 静岡県がめざす 21 世紀の農業 県立農林大学校

▶開講時期／ 9月〜来年1月の各曜日・時間　全14回（同大学学生とともに授
業を聴講）　▶ところ／静岡産業大学経営学部（磐田キャンパス）　▶対象／
一般市民、学生　▶定員／先着各20人（複数受講可、ただし同大学学生優先）　
▶受講料／無料　▶その他／申し込みなど詳しくは電話またはFAX、Ｅメー
ル（k-kyoumu@ssu.ac.jp）で静岡産業大学経営学部学務課へ
問静岡産業大学経営学部学務課☎37-3852　ＦＡＸ36-8800

訪問看護師就業セミナー学
　訪問看護師就業セミナーで訪問看
護のやりがい・楽しさ・おもしろさ
に触れてみませんか
▶とき／ 10月2日㈫・9日㈫　午前9
時45分～ 11時45分（他に同行訪問
実習あり）　▶ところ／ｉ

あい

プラザ　
▶対象／看護職有資格者　▶受講料
／無料　▶申込／ 10月1日㈪までに
電話またはＦＡXで（一社）静岡県
訪問看護ステーション協議会へ　▶そ
の他／無料託児あり（10日前まで
に要予約申込）
問静岡県訪問看護ステーション協議会
　☎054-275-3339　ＦＡＸ054-275-3338

第6回青少年のため
の吃

きつ

音
おん

講座学

▶とき／①9月9日㈰②10月28日㈰
午後1時～受付　▶ところ／①浜松
市福祉交流センター（浜松市中区成
子町140-8）②静岡県産業経済会館

（静岡市葵区追手町44-1）　▶対象
／吃音（どもること）に悩む方（小学
校高学年から）とその家族、吃音や
言
げん

友
ゆう

会
かい

の活動に関心のある方、言語
聴覚士やことばの教室担当者、　吃
音治療支援者の方　▶内容／吃音に
悩む方たちなどが話し合い、悩みを分
かち合い理解を広める　▶受講料／
無料　▶申込／申し込みなど詳しくは、
電話でNPO法人浜松言友会事務局・
朝 稲（ ☎32-5682・080-1606-5162）
へ（当日参加も可能）
問福祉課☎37-4919　ＦＡＸ36-1635

静岡産業大学
第25回公開講座学

▶とき／ 9月8日㈯・15日㈯・22日㈯・
29日㈯、10月6日㈯　午前10時～ 11
時30分　▶ところ／静岡産業大学
経営学部（磐田キャンパス）　▶内容
／「スポーツを解放しよう！」をテ
ーマに、静岡におけるスポーツの歴
史からオリンピック文化まで、幅広
い視点で解説する　▶定員／先着
200人　▶受講料／ 3,000円（5回分）　
▶申込／ 9月3日㈪までに住所、氏名、
年齢、電話番号、職業を記入し、Ｆ
ＡＸまたはＥメール（sird@ssu.ac.
jp）で静岡産業大学総合研究所へ
問静岡産業大学経営学部
　☎37-0191　ＦＡＸ36-8800

かすりの着物で写真撮影
昔の遊びを体験催

▶とき／ 9月9日㈰　①午前9時30分
～ 11時30分　②午後1時30分～ 3時
30分　▶ところ／旧見付学校　▶
対象／幼児～小学生　▶内容／かす
りの着物で館内を回り写真撮影や昔
の遊びを体験　▶参加費／無料　▶
申込／不要。直接会場へ　
問旧見付学校☎・ＦＡＸ32-4511

県立浜松聴覚特別
支援学校学校公開学

▶とき／ 10月30日㈫　午前9時～
正午　▶ところ／静岡県立浜松聴
覚特別支援学校（浜松市中区幸町
三丁目25-1）　▶内容／授業参観、
児童生徒との交流、個別の相談など　
▶定員／ 70人（定員に達してご参
加いただけない場合のみ連絡しま
す）　▶申込／ 10月30日㈫までに
住所、氏名、電話（ＦＡＸ）番号、
駐車場使用の有無、手話通訳の希望
を記入し、郵送またはＦＡＸ、Ｅメー
ル（hamarou.hamamatsu-sd@edu.
pref.shizuoka.jp）で静岡県立浜松
聴覚特別支援学校へ
問静岡県立浜松聴覚特別支援学校
　☎053-471-8197
　ＦＡＸ053-471-7149
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市民課の時間外窓口 人口と世帯数（6月末現在）

人口・世帯数 前月比

人口 169,976人 ＋13人

男 85,909人 ＋10人

女 84,067人 ＋3人

世帯 67,191世帯 ＋36世帯
※住民基本台帳調べ（外国人市民含む）

市税等納期限

【10月 1日㈪】

国民健康保険税（3期）

　納付には、コンビニが便利です。
また、税金の納付は便利で安心な
口座振替をご利用ください。

問収納課☎37-4810　ＦＡＸ33-7715

【市役所本庁舎】
毎週木曜日午後 5 時 15 分〜 7 時
毎月第 2 日曜日午前 8 時 30 分〜正午
※旅券業務など一部取り扱いできません
問市民課☎ 37-4816　ＦＡＸ 37-2871

【文化振興センター（市民文化会館西側）】
土・日曜日、祝日午前 9 時〜午後 5 時
※証明書発行（一部）のみ

問文化振興課☎35-6861　ＦＡＸ 35-4310

オリジナルこけしをつくろう！催
▶とき／ 9月15日㈯、22日㈯　①午前10時～　②午後1時30分～　▶ところ／
新造形創造館つくるっぺい　▶対象／小学生（低学年は保護者同伴）　▶内容
／白木のこけしに、絵を描いてかわいいオリジナルこけしを作る　▶定員／
先着各8人　▶参加費／ 800円　▶申込／直接または電話で新造形創造館へ
問新造形創造館☎33-2380　ＦＡＸ33-2382

鳴く虫観察会催
▶とき／ 9月8日㈯　午後5時30分～ 8時　▶ところ／桶ケ谷沼ビジターセンター
と桶ケ谷沼周辺　▶内容／コオロギやキリギリスなどの鳴く虫についての話を
聞いたあと、夜の桶ケ谷沼周辺を歩きながら実際に鳴き声を聞いて観察します　
▶講師／杉本武

たけし

氏（野
のみちのかい

路会）　▶参加費／無料　▶持ち物／ヘッドランプ（ま
たは懐中電灯）。野外観察のできる服装　▶申込／前日までに直接または電話、
FAXで桶ケ谷沼ビジターセンターへ　▶その他／小学生以下は保護者同伴で
問桶ケ谷沼ビジターセンター☎39-3022　ＦＡＸ39-3023

なぎの木ロビーコンサート催
▶とき／ 9月30日 ㈰　 午 後2時 ～　
▶ところ／竜洋なぎの木会館 1階ホ
ールロビー　▶内容／バロック時代
に全盛を誇ったチェンバロの演奏を
お楽しみください。▶出演／笹瀬一
磨（ピアニスト・チェンバリスト）
問竜洋なぎの木会館
　☎66-1111　ＦＡＸ66-7789

「アミューズ豊田 de 陶芸婚活」参加者を募集催
▶とき／ 9月24日㉁　午前10時～午後3時　▶ところ／アミューズ豊田工芸陶
芸室　▶内容／陶芸体験で素敵な出会いを　▶定員／独身男女各8人　▶参加
費／男性5,000円　女性3,000円　▶申込／ 9月17日㈷までに直接または電話で
アミューズ豊田へ
問アミューズ豊田☎36-3211　ＦＡＸ36-6422

オペラ県民講座催
▶とき／ 9月30日㈰　午後1時30分～　▶ところ／静岡文化芸術大学講堂（浜
松市中区中央 2-1-1）　▶内容／フランスと日本のオペラの名曲のレクチャー・
コンサート　▶定員／先着580人　▶参加費／無料　▶申込／ 8月20日㈪～ 9
月7日㈮に静岡国際オペラコンクール実行委員会ホームページ申込フォーム、
①氏名②郵便番号③住所④電話・FAX番号⑤同伴者氏名（3人まで）⑥浜松会
場希望を記入しFAXまたは往復はがきで静岡国際オペラコンクール実行委員
会事務局（〒430-8533　浜松市中区中央 2-1-1）へ 
問静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局
　☎053-457-6446　ＦＡＸ053-457-6447

本のリサイクル市催
▶とき／ 9月13日㈭～ 19日㈬　火曜
日～金曜日は午前9時～午後6時、土・
日曜日は午前9時～午後5時（月曜日
休館）　▶ところ／中央図書館１階
展示室　▶内容／不用となった本を
お持ちいただき、集まった本を来館
者に提供します　▶その他／不用本
の受付は8月14日㈫～ 9月19日㈬
問中央図書館☎32-5254　ＦＡＸ32-5154

旧赤松家記念館
ボランティア勉強会開催催

　ボランティアが施設案内で活躍中で
す。興味のある方、この機会にぜひ勉
強会に参加してみませんか。
▶とき／ 9月29日㈯　午前10時～ 11
時30分　▶ところ／旧赤松家記念館　
▶内容／旧赤松家記念館の概要の説
明・ぐるぐる探検ツアー　▶参加費
／無料　▶申込／前日までに電話で
旧赤松家記念館へ（月曜日休館）
問旧赤松家記念館　☎・ＦＡＸ 36-0340



夜間・休日に急に発病したら
磐田市急患センターへ
▶ところ／上大之郷 51

【夜間（毎日）】
▶とき／午後 7時 30 分～ 10 時 30 分
　※上記の時間以外は市立総合病院へ
▶診療科目／内科・小児科

【日曜・祝日】
▶とき／午前 9時～正午、午後 2時～ 5時
　※上記の時間以外は市立総合病院へ
▶診療科目／内科・小児科・外科

問磐田市急患センター☎ 32-5267

▶とき／ 9月 23 日㈷ 午前 10時～正午
▶担当医／片桐 智也 医師
▶ところ／市立総合病院（大久保 512-3）
問市立総合病院☎ 38-5000

平日（月〜金曜）� 午後6時～翌朝8時�
土曜	�  午後1時〜翌朝8時�
休日（日祝年末年始）�午前8時〜翌朝8時
固定電話（プッシュ回線）、携帯電話

局番なしの#8000
IP電話、固定電話（ダイヤル回線）

☎ 054-247-9910 へ

▶診療時間／午前 9時～正午
　休日救急歯科診療は医師の都合などで
変更することがあります。確認は、
磐田消防署ダイヤル医療情報☎ 37-0124へ

とき 歯科医院名・住所 電話番号

2日㈰ きどがみ歯科医院
（小立野 252）

☎ 36-2378

9 日㈰ キムラ歯科医院
（小中瀬 3）

☎ 66-8311

16日㈰
磐田市立総合病院
歯科口腔外科
（大久保 512-3）

☎ 38-5000

23日㈷ はやし歯科ｸﾘﾆｯｸ
（袋井市旭町 2-4-38）

☎ 44-1182

30日㈰ 休日救急歯科診療はありません

市役所での相談
問　市民相談センター　☎37-4746

弁護士法律相談

	6	日㈭
 9 日㈰
13日㈭
20日㈭
27日㈭

13:30〜
17:00
※9日㈰は
8:30〜12:00

※�定員7組。予約制（予約受付は開催日の1週間前
の木曜日から（9日㈰の予約は8月30日㈭から）。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

司法書士
相続・登記相談

県司法書士会浜松支部主催

	4	日㈫
18	日㈫

13:30〜
16:30

※�定員6組。予約制（8月27日㈪から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

公証人
遺言・約束相談 25日㈫ 13:30〜

16:30
※�定員6組。予約制（9月10日㈪から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

人権身の上相談 	6	日㈭  9:00〜
12:00

行政相談
本庁舎 	10日㈪ 13:00〜

15:00竜洋支所 25日㈫
問　消費生活センター　☎37-2113
消費生活相談
（電話可）

毎週月～
金曜日

★8:30
〜17:00

問　交通事故相談室　☎37-2112
交通事故相談
（電話可）

毎週月〜
金曜日

★8:30
〜17:00

問　浜松東年金事務所　☎053-421-0498
年金相談

本庁舎 1階第 1会議室 27日㈭
★10:00
〜15:00
※要予約

年金相談
浜松市浜北区役所

 4 日㈫
19日㈬

年金相談
浜松市天竜区役所  6 日㈭

問　外国人情報窓口　☎37-4785

外国人情報窓口 毎週月～
金曜日

8:30〜
17:15

iプラザでの相談

問　福祉課　☎37-4919

身体障害者相談会
豊田福祉ｾﾝﾀｰ第 2相談室  13日㈭

13:30〜
15:30

知的障害者相談会
ふれあい交流室  12日㈬ 19:00〜

21:00

精神障害者相談会
ボランティア会議室 2  13日㈭

13:30〜
15:30

問　子ども相談室　☎35-4317

子ども相談 毎週月～
金曜日

8:30〜
17:00

問　女性相談室　☎37-4844

女性相談 毎週月～
金曜日

8:30〜
17:00

問　社会福祉協議会　☎37-9617

ボランティア相談
（社協本所・全支所）

毎週月～金曜日
★8:30〜17:15
   16:45まで受付

心配ごと相談
（社協本所・全支所）

毎週月～金曜日
★8:30〜17:15
   16:45まで受付

結婚相談

	2	日㈰
 8 日㈯
23	日㈷

9:00〜
11:15

19日㈬ 18:00〜
20:15

市立総合病院での相談

問　市立総合病院　☎38-5000

よろず医療相談

毎週月～
金曜日

8:15〜
16:45

肝疾患相談

がん相談
☎ 38-5286（直通）

ワークピア磐田での相談
問　ワークピア磐田　☎36-8381
外国人総合相談
コーナー

毎週月・金曜日
★9:00〜16:30

職業総合相談

毎週火〜土曜日
★9:00〜17:00
水曜日／13：00〜
17:00、18:00〜21:00

内職相談 毎週火・木曜日
★9:00〜16:00

はじまり�
窓口

（ 専門家
創業相談）
※要予約
☎30-6255

経営コンサルタント  毎週月曜日
10:00〜／11:30〜
中小企業診断士  毎週月曜日
13:00〜／14:30〜
税理士 毎週水曜日
13:00〜／14:30〜
キャリアコンサルタント  4日㈫／18日㈫
18:00〜／19:30〜
フードコンサルタント  8日㈯／22日㈯
9:00〜／10:30〜

その他の機関の相談
問　磐田地区労福協　☎32-2706

弁護士法律相談 22日㈯ 14:00〜
17:00

※定員6組。予約制（予約受付は毎月1日から）
問	 ライフサポートセンター中東遠
	 ☎33-3715（電話相談のみ）
暮らしの中の
何でも相談

毎週月～
金曜日

9:00〜
17:00

問	 労働相談ダイヤル  70120-154-052

労働相談 毎週月～
金曜日

9:00〜
17:30

問	 県西部健康福祉センター
	 ☎37-2252（※要予約）
精神保健福祉
総合相談 20日㈭ 13:00〜

15:30
ひきこもり
個別相談

※�定員2組

13	日㈭ 13:00〜
15:00〜

27	日㈭ 9:30〜
11:00〜

問	 県認知症コールセンター
	 ☎054-564-9042（電話相談のみ）

認知症コールセンター 毎週月・木・土曜日
10:00〜
15:00

市民の相談・意見などの総合的な窓口として、市民相談センター（市役所本庁舎 1階☎0538-37-4746） をご利用ください。
★は 12:00 ～ 13:00 を除く　※原則、祝日は休み（結婚相談を除く）

夜間・休日急患診療

地域連携小児休日診療

静岡こども救急電話相談 9月の休日救急歯科診療

9月 の 相 談 窓 口 & 救 急 医 療 情 報
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8時、豊田福祉センター3階大会議
室で。ポルトガル語であいさつ、自
己紹介などテーマを決めて対話をし
ます。ブラジル料理も作ります。定
員は先着10人。参加費は1回600円

（会員は1回500円、食材費は別途）。
申し込みは、各回1週間前までにE
メール（ice@iwataice.jp）で磐田国際
交流協会（☎37-4988）へ
初級者硬式テニス教室
9月26日～11月7日の毎週水曜日午
後7時～9時（全7回）、竜洋リバーサ
イドテニスコートで。対象は市内在
住、在勤、在学の方。定員は先着15
人。参加費は5,000円。持ち物はテ
ニスのできる服装、ラケット、テニ
スシューズ。申し込みは、直接また
はFAX（66-7004）で磐田市テニス
協会竜洋支部・栗田（☎66-3615）へ
未就園児親子運動あそび教室
9月26日～12月5日の水曜日午前9時
30分～10時30分（全8回）、静岡産業
大学で。対象は2・3歳児の親子。定
員は先着30組。参加費は5,000円（別
途保険料実費）。申し込みは、9月
12日㈬までにいわた総合スポーツ
クラブホームページのフォームから　
問いわた総合スポーツクラブ（静岡
産業大学内）☎37-3853（直通）
磐田ハイキングクラブ
日曜日を中心にピクニカル～初級登
山を実施。会費は入会金1,000円、
年会費1,000円（同居家族は500円）。
毎月第1水曜日午後6時～中泉交流
センターで入会受付　問磐田ハイキ
ングクラブ・角

かど

田
た

☎34-2419
心身統一合氣道会「凛心館」　
毎週月曜日（月4回）子どもクラス

（4歳～中学生）午後5時30分～ 6時
30分、大人クラス（中学生以上）
午後7時～ 8時30分、市総合体育館
武道場で。見学・体験は無料。申し
込みなど詳しくは、凛心館事務局・
大崎（☎0547-46-1737　Eメール：
rinshinkan@ck.tnc.ne.jp）へ
京都・修学院離宮勤労奉仕作業
11月下旬に2泊3日、うち奉仕日は1
日。 対 象 は15 ～75歳 の 健 康 な 方。
定員は先着40人。参加費は約4万円。
詳しくは、静岡県新

にい

嘗
なめ

奉賛会・中川
（☎090-5634-4238）へ

障害年金無料相談会
8月25日㈯、9月15日㈯午後1時～ 　
 i
あい

プラザで。障がいを抱えて働けな
い方、日常生活が不自由な方、障害
年金制度について一度相談してみま
せんか　問障害年金サポートセンタ
ーひまわり・飯田☎090-9943-4864
一緒に始めませんか？飲まない生き方
8月26日㈰午前10時～午後3時、ワ
ークピア磐田視聴覚室で。飲酒をや
めたいという思いの仲間と一緒に、
お酒を必要としない生活を見つけま
しょう。申込不要。当日、直接会場
へ。途中入場・退出も可能です　問
AAトンボグループ・内田☎33-5119
フラワーアレンジメント体験会
8月30日㈭、9月6日㈭は福田中央交
流センター、　8月31日㈮、9月7日㈮
は竜洋なぎの木会館で。午前10時30
分～正午、午後1時30分～3時。参加
費は生花2,500円、プリザーブドフ
ラワー3,700円。申し込みは、8月27
日㈪までにフラワーサークルわろて
ん花・遠藤（☎080-1608-8723）へ
第42回磐田市書道連盟展
9月1日㈯～9日㈰午前9時～午後4時、
中央図書館展示室で（月曜日休館）。
会員24人による年1回の展覧会です　
問磐田市書道連盟・太田☎32-4363
磐田ゴルフ連盟　第51回市民大会
10月8日㈷午前7時～、豊岡国際カ
ントリークラブで。対象は磐田ゴル
フ連盟会員または市内在住・在勤の
方。定員は先着200人。申し込みは
9月3日㈪までに磐田ゴルフ連盟事
務局・寺田（☎090-9020-9831）へ
市民の平和展in豊岡
9月8日 ㈯ 午 前10時 ～ 午 後4時30分、
豊岡中央交流センターで。戦争資料、
遺品の展示。映画「はだしのゲン」上
映（午後1時30分～3時40分）　問市
民の平和展実行委員会・高橋☎0539-
62-5369、川合☎0539-62-4610

なるほど！磐田おしゃべりサロン  
9月11日㈫午後2時～、i

あい

プラザで。「見
付学校から見る磐田の教育近代史」
のパート4。昔の教科書を読んでみ
よう。教科書をお持ちの方はご持参
ください。参加費は100円。申込不
要。当日、直接会場へ　問熊野ふる
さとプロジェクト・玉田☎36-9300
福浜会「地域交流会2018」
9月15日㈯午前10時～午後2時、松
ぼっくり（福田4771-1 ☎55-1531）
で。自主製品の販売や飲食などの各
種模擬店、活動体験コーナー、バザ
ー、音楽ステージがあります　問福
浜会・髙橋☎58-2362
元気村音楽祭虫の音コンサート
9月15日㈯午後2時～8時、豊岡中央
交流センター駐車場（雨天時は多目
的ホール）で。演歌、フォーク、ロ
ック、ポップスなど10グループによ
る演奏。入場無料　問元気村音楽祭
実行委員会・金子☎090-1988-5587
第7回磐田市短水路水泳競技大会
9月30日㈰午前9時～、福田屋内ス
ポーツセンターで。対象は小学生か
ら一般マスターズまで。参加費は1
種目につき高校生以下500円、大人
1,000円、リレー1,000円。参加受付
は、9月1日㈯午後1時～6時に総合
体育館ロビーで　問磐田市水泳協会
事務局・寺田☎090-9905-0214
静岡産業大学蒼樹祭フリーマーケット出店者募集
11月17日㈯・18日㈰に開催される
静岡産業大学蒼樹祭の学内フリーマ
ーケットへの出店者を募集します。
参加費は1日1ブース500円。先着順。
申し込みは9月21日㈮までに、住所、
氏名、電話番号、出店希望日とブー
ス数を記入し、はがき（〒438-0043 
大原1572-1 ※締切日必着）またはE
メール（ssufurima@gmail.com）で蒼
樹祭フリーマーケット担当へ　問静
岡産業大学蒼樹祭実行委員会・石川
☎080-1555-1369

ポルトガル語講座「バチパポ！」
8月29日㈬、9月12日㈬・29日㈯、10
月10日㈬・24日㈬、11月17日㈯・28
日㈬、12月22日㈯、来年1月16日㈬、
2月9日㈯の全10回、午後6時30分～

　催　し　

会 員 募 集
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各支援センターでは、面接、電話、FAXなどで
育児相談を受け付けています。

集
ま
れ
キ
ッ
ズ
！

※予 の印は予約が必要です

妊娠から出産、育児までをフルサポート！「いわた子育て
アプリ」をご利用ください。
ご利用は、左記の2次元バーコードから。

子
こ

育
そ だ

て教えて！ みんな笑顔であいさつを！

いっしょに
読もっ！

小さくても、いろいろ挑戦してみたい！
はじめてのキャンプ

　　

　なほちゃんは小さい女の子。ある日、
お隣のともこおばさんが大きい子たち
をキャンプに誘います。なほちゃんは、
「わたしもいく！」と宣言。ところが、
大きい子たちは「小さい子には無理」
と大反対。大きい子たちと同じように
何でもする、絶対に泣かない、と約
束をしてなほちゃんもみんなと一緒に
キャンプに行くことができるようになりま
した。
　失敗ばかりのなほちゃんでしたが、

大きいお兄さん、お姉さんたちは、な
ほちゃんの姿を見守り、そっと手を貸
していきます。
　背伸びをしたい子とその様子を見
守る大きい子たち。キャンプを通して
お互いに成長していく姿が描かれて
います。
　今年の夏はどんな「はじめて」に
挑戦しましたか。夏休みの思い出と
一緒に楽しんでほしいお話です。
 問中央図書館  ☎32-5254

子どもたちはそれぞれの役割を見つけて成長していきます

 こどもの森
	（城之崎1-2-13）
	☎36-1311

open 	月・火・木10:00〜15:30　※㈷休

【離乳食相談】▲

毎週月曜日10:00 ～ 12:00（10日
㈪は14:00まで）

▲

離乳食の相談
【野菜と仲良し】▲

毎週木曜日11:30～

▲

野菜を触った
り、ちぎったりする

【赤ちゃんひろば】▲

4日㈫13:30 ～ 15:00

▲

栄養士のお
話と相談

【離乳食講座】 予▲

7日㈮・21日㈮10:00 ～12:00（7
日㈮5 ～6カ月、21日㈮9カ月以降の
子と保護者）

▲

離乳食の話と実習・試
食（保護者のみ）

【おはなし広場】▲

11日㈫11:30 ～

▲

絵本の読み聞かせなど
【簡単ストレッチ】▲

18日㈫11:30 ～

▲

ストレッチでリ
ラックス

【栄養相談日】▲

20日㈭10:00 ～ 14:00

▲

栄養士による相談
【かぶの種まき】▲

25日㈫11:30 ～

▲

プランターにか
ぶの種をまく

【幼児食講座】 予▲

28日㈮10:00 ～ 12:00

▲

親子で幼児
食を作って食べる

▲

2,3歳の子と保護者

こんにちは
	（多文化交流センター）
	☎・FAX35-2512

open 	月〜金曜日 10:00〜11:50　※㈷休

【はじめてのリズムあそび】▲

4日㈫・18日㈫10:30 ～

▲

親子で体
を動かすことやスキンシップを楽しむ▲

乳幼児と保護者
【はじめてのえいご①（2歳未満）】▲

5日㈬・12日㈬・19日㈬・26日㈬
10:30～

▲

遊びを通して親子で楽しみ
ながら外国語に親しむ

【はじめてのえいご②（2歳以上）】▲

7日㈮・14日㈮・21日㈮・28日㈮
10:30～

▲

遊びを通して親子で楽しみ
ながら外国語に親しむ

【ぷくっとふくらむ手作りおもちゃ
と楽しい親子あそび】 予 10組▲

11日㈫・25日㈫10:30 ～
▲

袋をふ
くらませて、飛び出すおもちゃを作る▲

乳幼児と保護者

竜洋昆虫自然観察公園 	（大中瀬320-1）	 ☎66-9900　FAX66-9901
※参加費の他、入園料が別途かかります。予約が
必要なものは、1カ月前から電話で受け付けます

【オオクワガタ幼虫を育てよう】 予
▶2日㈰・9日㈰10:30～ 12:00▶オオ
クワガタの幼虫を持ち帰り、来年の夏
に成虫に育てる▶先着各20人▶参加費
1,200円

【カマキリ展】
▶8日㈯〜10月28日㈰▶日本だけでな
く海外のカマキリもやってくる！

【カブトムシ幼虫を探そう】 予
▶16日㈰11:00〜12:00▶園内の腐葉
土から幼虫を見つける。2匹持ち帰れ
る▶先着20人▶参加費500円

【竹細工で遊ぼう】
▶17日㈷11:00 ～ 14:00▶弓矢や笛、
割り箸鉄砲など昔ながらの竹細工で遊
ぶ▶先着20人▶参加費100円〜

【昆虫採集体験】 予
▶23日 ㈷・30日 ㈰11:00 ～ 12:00▶
先着各30人▶参加費200円▶虫捕り
網、虫かご

【みんなの昆虫学校】 予
▶24日㉁11:00 ～ 12:00▶いろいろ
なテーマの昆虫教室▶先着各20人▶
参加費200円

林　明子／
さく・え
福音館書店

　コミュニケーションの第一歩はあいさつ。
　「おはよう」「ありがとう」「おやすみ」など心のこもった
あいさつを交わせれば、毎日気持ちよく過ごすことがで
きますよね。
　「あいさつができる子になってほしくて、教えているけ
れど、なかなか覚えてくれなくて…」と相談がありました。
　まずは、大人が毎日のあいさつを大切にしましょう。
笑顔であいさつを交わしている姿を見せていると、お子
さんも真似をして、あいさつするようになりますよ。

　「○○ちゃん、おはよう。」と名前を呼んで、笑顔で声
をかけると、お子さんもにっこり。優しい気持ちになれ
ますね。
　毎日の当たり前のことの中に、子育てのポイントがあ
ります。誰かと話していると、悩みの解決方法が見つか
るかもしれません。お近くの子育て支援センターに遊び
に来てみませんか。

問子育て支援センター こどもの家 ☎66-9000

であいのひろば
（子育て支援総合センターのびのび内）
☎37-4102　9:30～11:30
●	 6日㈭	 田原交流センター
●	11日㈫	 今之浦記念館
●	12日㈬	 南交流センター
●	19日㈬	 大藤交流センター
●	27日㈭	 新貝公会堂
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みんなで子育て 9月
支
援
セ
ン
タ
ー

　

産前6週間（2人以上の胎児を同時に妊娠している場合は14週間）から出産後120日以
内の妊産婦が、安心して子育てができるように育児支援（話し相手、沐

もく

浴
よく

のお手伝い
など）を行います。（平日 午前9時～午後4時）

子育て相談員
派遣事業 問子育て相談室☎36-3162

【誕生会】▲

25日㈫11:00 ～

▲

みんなでお祝いし
てね

▲

誕生カードの申し込みは要連絡

ふわっと
	（福田こども園内）
	☎・FAX58-1566

open 	火〜土曜日 9:00〜11:45・13:00〜16:00 ※㈷休
  

【園庭開放】▲

毎週火・金曜日10:00 ～ 11:00・
14:30～ 15:30

▲

園庭や遊具で遊ぶ
【ふわっとタイム】▲

開館日の11:20～ 11:40

▲

体操、絵
本、触れ合い遊びなど

【赤ちゃんあつまれ】▲

5日㈬9:30～ 11:00

▲

身体測定、親
子触れ合い遊び、9月生まれの1歳お
誕生会

▲

0 ～ 1歳前後と保護者
【わんぱくっ子あつまれ】▲

12日㈬10:00 ～ 11:15
▲

体操、リズ
ム遊び、親子工作遊び、9月生まれの2、
3歳の誕生会

▲

1〜3歳児と保護者
【バランス遊具で遊ぼう】▲

14日㈮・15日㈯9:00 ～ 11:15・14:30
～ 15:45

▲

中庭デッキのバランス遊具で
遊ぶ

【こども園ってどんなところ？園内探検】▲

20日㈭14:30 ～ 15:30

▲

園の説明の後、
親子で園内を巡り、施設や生活の様子を知る

【わらべうたベビーマッサージ】 予▲
21日㈮13:30 ～ 14:15

▲

わらべうた
を歌いながら優しいベビーマッサージを
体験

▲

約4カ月からの赤ちゃんと保護者
【みんなで相談(助産師）】▲

21日㈮14:00 ～ 15:30

▲

助産師の
ミニ講話・相談

【パパ・ママ大好き！親子でふれあい運動】 予▲

29日㈯10:00〜11:00

▲

講師による
楽しい親子運動

▲

2～5歳児と保護者

ほのぼの 	（子育てセンターみなみしま内）
	☎55-6171　FAX55-6254

open 	月〜金曜日 9:00〜12:00・13:00〜16:00
	 土曜日9:00〜12:00 ※㈷休

【健康相談の日】▲

4日㈫・18日㈫10:00 ～ 11:00

▲

看
護師による身体測定と相談

【つくってワクワク！】▲

5日㈬・6日㈭9:00 ～ 11:30・13:00
〜15:30

▲

親子で季節の楽しい制作
【ママとエクササイズ】 予 来園にて▲

11日㈫9:50～

▲

親子で触れ合い体操
【食事体験】 予 来園にて▲

12日㈬・18日㈫・25日㈫11:20 ～
12:00

▲

1日3組限定
【リズムあそび】▲

25日㈫10:20 ～ 10:50

▲

ピアノに
合わせて季節の歌や体を動かす

【誕生会】 予 来園にて▲

27日㈭9:30 ～

▲

園児と合同で行う
【絵本のとびら】▲

28日㈮10:20～ 10:50

▲

手遊び、シアターなど

ニッセの部屋
	（豊田福祉センター内）
	☎36-8195　FAX36-8196

open 	月～金曜日9:00〜11:30・13:00〜16:00 ※㈷休
　　　 ※11:30〜12:00はランチタイム

【ふれあいタイム】▲

開館日の11:00～ 11:20

▲

体操、触
れ合い遊びなど

▲

乳幼児と保護者
【双子の会】▲

5日㈬10:00〜

▲

触れ合い遊びの後
に交流会

▲

双子と保護者・妊婦

【もっと！ふれあいタイム】▲

7日㈮10:30 ～

▲

広い部屋で楽しく
触れ合い遊び

▲

乳幼児と保護者
【赤ちゃん交流会】▲

25日㈫10:30 ～
▲

身体測定・触れ合い
遊び・交流会

▲

3〜10カ月の子と保護者
【歯科衛生士のみんなで相談】▲

26日㈬13:30 ～

▲

歯科衛生士の話▲

乳幼児と保護者

ぽっけ
	（子育てセンターとみがおか内）
	☎35-2546　FAX35-2547

open 	月～金曜日9:00〜12:00・13:00〜16:00
	 土曜日は園庭開放のみ　※㈷休

【絵本読み聞かせ】▲

毎週月曜日10:00 ～

▲

手遊び、絵本
【リズム遊び】▲

5日㈬・12日㈬・19日㈬10:00 ～▲

ピアノに合わせて体を動かす
【身体測定】▲

6日㈭・20日㈭10:00 ～

▲

身体測定と相談
【みんなで相談（助産師）】▲

7日㈮10:30 ～

▲

助産師によるミニ
講話、相談

【絵本講座】▲

25日㈫10:00 ～

▲

こどものとも社
の方のお話

【作って遊ぼう】▲

27日㈭10:00 ～

▲

季節の制作を楽しむ
【給食体験】 予▲

開催日の11:20 ～

▲

園児と同じ食
事を体験

あいあい
	（豊岡中央交流センター内）
	☎0539-63-0047　FAX0539-63-0077

open 	水〜日曜日9:00〜11:45・13:00〜16:00 ※㈷休

【あいあいっ子あつまれ！】▲

開館日の10:30〜11:00

▲

リズム遊
び・手遊び・絵本の読み聞かせなど

【つくしっ子あつまれ！】 予▲

6日㈭10:00 ～ 11:20

▲

豊岡南部会
館

▲

Ｈ28.4.2 ～Ｈ29.4.1生まれの子
【1歳のお誕生日の子あつまれ!】 予▲

19日㈬9:30 ～ 11:00

▲

豊岡中央交
流センター

▲

H29.8・9月生まれの子
【おはなしの会ひらけごま】▲

8日㈯・22日㈯10:00 ～ 10:20

▲

本
の読み聞かせ

こどもの家
	（竜洋交流センター内）
	☎・FAX66-9000

open 	火～土曜日9:00〜11:30・13:00〜16:00 ※㈷休
　　　 ※11:30〜12:00はランチタイム

【ひまわりっこ】▲

開催日の10:45～ 11:15

▲

リズム遊
び・手遊び・読み聞かせなど

【絵本サロンとバルーン遊び】▲

4日㈫10:10 ～

▲

絵本サークルによ
る読み聞かせとバルーン遊び

【誕生会】▲

14日㈮10:15 ～ 11:15

▲

9月生まれ
の子の誕生会と新聞紙遊び

【サーキット遊び】▲

20日㈭

▲

10:00 ～ 10:45

▲

トンネ
ル、平均台などで遊ぶ

【助産師の「みんなで相談」】▲

27日㈭

▲

10:00 ～

▲

助産師による
相談とミニ講話

【赤ちゃんといっしょ】▲

28日㈮

▲

14:00 ～ 15:00

▲

赤ちゃ
んのいる家族の情報交換と友だちづ
くりなど

▲

0～1歳前後の赤ちゃんと
その家族

のびのび
	（磐田市急患センター内）
	☎37-4102　FAX37-4103

open 	毎日9:30 ～ 17:30　※木曜日休み

【リズムとなかよし】 予▲

3日㈪10:00 ～ 10:30

▲

親子で楽し
いリズム遊び

▲

1歳半～就園前
【育児相談】 予▲

5日㈬9:30 ～ 11:15

▲

センター責
任者による相談

【あかちゃんと一緒】 予▲

10日㈪10:00 ～ 11:30

▲

親子触れ合い遊
び、栄養士の講話

▲

1歳未満の子と保護者
【おじいちゃんおばあちゃんと一緒】 予▲

19日㈬10:00 ～ 11:30

▲

触れ合い
遊び、ごっこ遊び

【ピポパ】 予▲

20日㈭10:00 ～ 11:30

▲

リズム遊
び（即時反応遊び）、制作

▲

発達が気
になる子と保護者

【おはなし劇場】▲

21日㈮10:45 ～ 11:15

▲

親子で楽しむ職員劇
【多世代交流コミュニティひろば】 予▲

22日㈯10:00 ～ 12:00頃

▲

南交流
センターで遊ぼう！

【サーキット遊び】▲

25日㈫10:20 ～ 11:20

▲

ミニ遊具
で体を動かす

【栄養相談】 予▲

28日㈮9:30 ～ 11:15

▲

管理栄養士
による相談

にっこにこ
	（ｉ

あい

プラザ内）
	☎・FAX31-0115

open 	月～金曜日9:00〜11:45・13:00〜16:00 ※㈷休

【あつまれ♡えがお】▲

開館日の10:30 ～ 11:00（サロン・
新聞紙遊び以外の日）

▲
体操、親子遊

び、読み聞かせなど
【にっこにこサロン】▲

12日㈬10:30 ～ 11:30

▲

リズムで遊ぼう
【みんなで相談（栄養士)】▲

21日㈮14:00 ～ 15:30

▲

栄養士さ
んのお話・ママ同士の情報交換

【新聞紙であそぼう】▲

25日㈫10:30 ～ 11:30

▲

新聞紙で遊ぶ

エンジェル
	（こうのとり保育園内）
	☎32-4732　FAX33-0023

open 	月〜木曜日8:30〜13:30 ※㈷休 
　　　 ※11:30〜12:30はお弁当持参可

【エンジェルリトミック】 予▲

1日㈯9:45 ～ 11:00

▲

音楽を通し
て親子で触れ合い遊び

【小麦粉粘土で遊ぼう】▲

4日㈫10:00 ～ 10:45

▲

コーナーを
設けます

【ふれあい親子ビクス】▲

5日㈬10:00 ～ 10:30

▲

ママのボデ
ィメイクで体ケア

【わらべうたベビーマッサージ】 予▲

6日㈭10:00 ～ 10:30

▲

オイルを使
わないタッチケア体験で親子の触れ合
いを楽しむ。

【キッズエンジェル】 予▲

10日㈪10:00 ～ 10:45

▲

親子遊び・
お話・体操など

【ちいさなエンジェルまつり】▲

19日㈬10:00 ～ 11:30

▲

お母さん
たちによるお楽しみ企画

【給食体験】 予▲

20日㈭11:45 ～

▲

保育園の給食
（普通食3食）を体験
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　広報いわた6月号（2・3ペー
ジ ） で 紹 介 し た「Y

ヤ マ ハ

AMAHA 
F
フ ァ ク ト リ ー

ACTORY R
レ ー シ ン グ

ACING T
チ ー ム

EAM」
が 7 月 26 日㈭～ 29 日㈰に
鈴鹿サーキット（三重県鈴鹿
市）で開催された「2018 鈴
鹿 8 時間耐久ロードレース」で 1 位を獲得し、チー
ム初の大会 4 連覇を成し遂げました。
　吉川和

わ

多
た

留
る

監督は「天候の急変が続いて難しい
レースでしたが、ライダーを信じてチーム一丸で
戦ったことが勝因です」と話しました。

サーキットで8 耐を満喫
　広報いわた 6 月号広報ク
イズの「8 耐観戦パス」に
当選した方たちが、サーキッ
トで生のレースを観戦しま
した。7月29日㈰の決勝レー
スを観戦した伊藤麻衣子さ
んは「バイクのエンジン音や会場の盛り上がりな
ど、臨場感があって興奮しました」と話しました。

　今シーズンのトップリーグは 9 月に開幕します。
今シーズンの大会方式は、昨年に続き 16 チームを
2 つのグループに分け、まずは 7 試合のリーグ戦を
行います。各グループの上位 4 位以上のチームが
12 月に行われる優勝決定トーナメントへ進みます。
　ヤマハ発動機ジュビロは、白グループに入りコ
カ・コーラ、クボタ、ホンダ、パナソニック、東芝、
キヤノン、リコーと対戦します。
　キャプテンの堀江恭

きょうすけ

佑選手は「今年は開幕ダッシュ
が重要。7 連勝して、優勝決定トーナメントに進みた
い」と意気込みます。今シーズンもヤマハ発動機ジュ
ビロの選手への応援をよろしくお願いします。

ジュビロ インフォメーション & ニュース

　7 月にジュビロ磐田に加入し
た大久保嘉

よし

人
と

です。ジュビロ磐
田は、チームの仲がとても良く、
すぐに溶け込むことができまし
た。試合ではひとつでも多くの
ゴールを取って勝利に貢献した
いと思います。磐田市の皆さん、
ヤマハスタジアムでぜひ声援を

送ってください。また、磐田市のオススメポイン
トや美味しいお店などもぜひ教えてください。

©JUBILO IWATA

   　 市民の皆さんへ【大久保嘉人 FW/22】

   　 たくさんのサポーターと交流しました

チーム初の 4連覇達成！

　今シーズンは、ヤマハスタジアムで 2 試合が予
定されています。試合当日は JR 磐田駅からスタジ
アムまでの無料シャトルバスが運行される予定で
す。ぜひ、ご利用ください。

    　 ヤマハスタジアム試合情報

    　 トップリーグが 9 月に開幕します

9月のホームゲーム

節 開催日 キックオフ 対戦相手 会場
25 9/11㈯ 19:00 名古屋グランパス

ヤマハスタジアム27 9/22㈯ 16:00 横浜F・マリノス
28 9/30㈰ 15:00 湘南ベルマーレ

［カラーガイド2018年版］

☆試合に関するお問い合わせ：ヤマハ発動機㈱スポーツ推進グループ
　☎ 0538-32-1196（平日午前 9 時～午後 5 時）

問広報広聴・シティプロモーション課
　☎0538-37-4827　ＦＡＸ0538-32-3946

　7 月 7 日㈯にエコパアリーナで「2018 ジュビロ
デー」を開催しました。さまざまなイベントを通
して、普段声援を送ってくれるサポーターの皆さ
んと楽しい時間を過ごしました。皆さんとの交流
を力に変え、勝利を届けられるようがんばります。

▲車体を大きく傾けてカーブ
を走り抜けるYZF-R1（右）

▲ピット内も見学しました

節 開催日 キックオフ 対戦相手 会場
3 19/15㈯ 17:00 ホンダ ヤマハスタジアム5 10/16㈯ 13:00 東芝
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2018 いわた夏まつり花火大会
　いわたの夏の締めくくりといえば、やっぱ
り花火。打ち上げ数は約3,500発！電子オル
ガンの音色に合わせて打ち上げられるカラフ

ルな花火は格別だよ。JR磐田駅からシャト

ルバスも出るから、ぜひ見に来てね！

　開会式前には特設ステージで、磐田の夏の
新定番「しっぺい音頭」のイベントがあるよ。
先着200名にぼくのグッズをプレゼント！そ
のほかにも、恒例の「ゆかたペアコンテスト」
や会場に並ぶたくさんの夜店も楽しみだね♪

　100台を超えるお店が集まる全国最大級の軽トラ市だよ。新鮮な地場野菜
や海産物、食品、雑貨などいろいろなものを買うことができるんだ！
　ジュビロードは歩行者天国になるから、子ども
やペットと一緒でも、安心して買い物ができるよ。
市内の高校生による吹奏楽やダンスなど、買い物
以外のイベントも楽しみだね♪

問みんなで軽トラ市 いわた☆駅前楽市 実行委員会（磐田商工会議所内）
　☎0538-32-2261　ＦＡＸ0538-32-2264

　と　き：8月25日㈯午後7時～9時

　　　　　※小雨決行、雨天順延

　ところ： 太田川河口特設会場（はまぼう公園）

　プログラム：開会式　午後 7時～

　　　　　　　花火打ち上げ　開会式終了後（午後 7時 30 分頃）～ 9時

　と　き：9月9日㈰午前9時～正午　※雨天決行

　ところ：JR磐田駅前ジュビロード

問いわた夏まつり花火大会委員会（磐田市商工会福田支所内）
　☎0538-58-0101  ＦＡＸ0538-58-0103

交通のご案内
交通規制：午後 5時 30 分～ 9時 30 分

その他：シャトルバス（無料）

　JR 磐田駅南口～遠州鉄道福田営業所

　行き：午後 5 時 12 分～  7 時 35 分

　帰り：午後 8 時 45 分～ 10 時 20 分

磐田のお楽しみスポットをぼくが紹介するよ♪

9 月も楽しみ♪
4 コマ漫画制作裏話はしっぺい
オフィシャルサイトへ⇒

ただいま人気急上昇！！ ぼくも大好き！

近くで見ると大迫力だね！

〒 438-0214
　大中瀬 320-1　
☎ 0538-66-9900	
ＦＡＸ 0538-66-9901　  ▲施設HP

磐田市竜洋昆虫自然観察公園

4 コマ漫画ロケ地紹介

25 平成30年8月号



　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　

ミ
ス
コ
ン
を
キ
ッ
カ
ケ
に
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
仕

事
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
女
優
を
目
指
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
誰
か
を
目

指
す
の
で
は
な
く
、「
こ
の
役
は
萩
田
帆
風
に

任
せ
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
女

優
に
な
り
た
い
で
す
。

市
内
で
好
き
な
も
の
や
こ
と
な
ど
は
あ
り

ま
す
か
？

　

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
の
カ
ミ
ン
ス
キ
ー
さ
ん
！

試
合
は
ヤ
マ
ハ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
よ
く
見
に
行

き
ま
す
。
地
元
の
お
祭
り
も
大
好
き
で
毎
年

参
加
し
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
地
元
が
一
番

落
ち
着
き
ま
す
ね
。

小
さ
い
頃
は
ど
ん
な
子
で
し
た
か
？

　

お
て
ん
ば
娘
で
し
た
。
と
に
か
く
体
を
動

か
す
こ
と
が
好
き
で
、
バ
レ
エ
や
空
手
を
習

っ
て
い
ま
し
た
。
見
付
で
開
催
さ
れ
る
舞
車

踊
り
に
も
毎
年
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
今
も

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
、
お
父
さ
ん

と
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
に
行
っ
た
り
筋
ト
レ
を
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
一
言
！

　

こ
れ
か
ら
テ
レ
ビ
や
雑
誌
に
も
っ
と
出
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
S
N
S
な

ど
で
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
の
で
よ
か
っ
た

ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

女  

子
高
生
ミ
ス
コ
ン
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に

輝
き
、
若
者
に
大
人
気
の
「
ほ
の
ぴ

ぴ
」
こ
と
萩
田
帆
風
さ
ん
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

駆
使
し
、
多
く
の
若
者
か
ら
支
持
を
得
て
い

る
。
そ
ん
な
彼
女
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ミ
ス
コ
ン
に
応
募
し
た
キ
ッ
カ
ケ
は
？

　

実
は
2
0
1
6
年
の
ミ
ス
コ
ン
に
も
母
が

勝
手
に
応
募
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
時
は

書
類
審
査
に
合
格
し
面
接
に
進
み
ま
し
た
が

全
く
興
味
が
な
く
て
、
面
接
は
受
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で
も
同
い
年
の
い
と
こ
か
ら

出
場
を
後
押
し
さ
れ
、
２
０
１
７
年
の
ミ
ス

コ
ン
は
「
ノ
リ
」
で
応
募
を
決
断
し
ま
し
た
。

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
て
ど
う
で
し
た
か
？

　

出
場
す
る
か
ら
に
は
一
番
を
目
指
し
て
や

っ
て
い
た
の
で
、
悔
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ

で
も
、
反
響
が
大
き
く
て
い
ろ
い
ろ
な
人
に

声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
増
え
た
の
も
準
グ

ラ
ン
プ
リ
の
影
響
が
大
き
い
で
す
。

S
N
S
で
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す

が
秘
訣
は
？

　

実
は
S
N
S
に
ア
ッ
プ
す
る
写
真
を
撮
る

の
が
す
ご
く
苦
手
な
ん
で
す
。
な
の
で
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
う
ま
く
撮
れ
る
方
法
を
日
々

研
究
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投

稿
し
た
写
真
を
見
て
フ
ァ
ン
の
方
が
磐
田
を

訪
れ
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

萩田 帆
ほ の

風
か

さん

女子高生ミスコン2017-2018
　　　　　　　　　準グランプリ

2000年生まれ。磐田市出身

インスタグラムのフォロワー

は1万人超え。この夏に上京

し、本格的に女優を目指す。

AbemaTV　毎週木曜　夜10時

「アオハル♥LINE」に出演

Profile

▲インスタグラム
　ツイッターはこちら

26� 平成30年8月号



ドクター

教えて
　

当
院
は
、
2
0
1
0
年

に
中
東
遠
二
次
医
療
圏
唯

一
の
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
さ

ら
に
充
実
し
た
が
ん
診
療

を
提
供
す
る
医
療
機
関
と

し
て
の
機
能
を
求
め
ら
れ
、

現
在
ま
で
多
く
の
治
療
実

績
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー

で
は
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル

の
放
射
線
治
療
シ
ス
テ
ム

を
装
備
し
た
従
来
の
一
般

的
な
放
射
線
治
療
の
精
度

向
上
に
加
え
、
定
位
放
射

線
治
療
、
強
度
変
調
放
射

線
治
療
、
画
像
誘
導
下
放

射
線
治
療
、
呼
吸
同
期
下

放
射
線
治
療
な
ど
高
精
度

放
射
線
治
療
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
は
、
外
科

手
術
や
抗
が
ん
剤
と
と
も

に
が
ん
治
療
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

 

が
ん
病び

ょ
う
そ
う巣
に
放
射
線
を
照

射
す
る
こ
と
で
、
が
ん
細

胞
の
中
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
生
命

の
設
計
図
と
も
呼
ば
れ
る
）

が
傷
つ
き
、
が
ん
細
胞
を

死
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
手
術
と
違
い
、
周

り
の
臓
器
へ
の
影
響
が
無

い
た
め
、
治
療
開
始
後
も

治
療
前
と
同
じ
生
活
を
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
身
体
へ
の
負
担

も
少
な
い
の
で
高
齢
者
や

合
併
症
な
ど
で
手
術
を
受

け
る
こ
と
が
難
し
い
方
に

も
、
多
く
の
場
合
、
治
療

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

が
ん
治
療
は
全

※
ぜ
ん

人じ
ん

的て
き

医い

療り
ょ
う

で
も
あ
る
た
め
、
セ
ン

タ
ー
内
に
図
書
コ
ー
ナ
ー

や
皆
さ
ん
が
意
見
交
換
・
情

報
提
供
の
場
と
し
て
ご
利

用
で
き
る
待
合
サ
ロ
ン
を

併
設
し
て
い
ま
す
。
病
気

や
治
療
に
つ
い
て
不
安
も

大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、

ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
で
少
し

で
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
環
境
整
備

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
い

た
だ
き
、
ご
意
見
な
ど
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

※
全
人
的
医
療
・
・
・
特
定
の
部
位

や
疾
患
に
限
定
せ
ず
、
患
者
の
心

理
や
社
会
的
側
面
な
ど
を
含
め
幅

広
く
考
慮
し
な
が
ら
、
個
々
人
に

合
っ
た
総
合
的
な
疾
病
予
防
や
診

療
・
治
療
を
行
う
医
療

磐田市立総合病院
放射線治療科部長兼放射線治療センター長　　今井 美智子

当院の放射線治療について

　

大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

と
き
、
行
政
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
力
だ
け

で
は
十
分
な
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。
被
害
を

最
小
限
に
留
め
る
た
め
、「
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
（
自
助
）」、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、

自
分
た
ち
で
守
る
（
共
助
）」
と
い
う
心
構

え
が
、
災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
り
ま
す
。

　

9
月
2
日
㈰
を
は
じ
め
防
災
週
間
や
前
後

の
土
・
日
曜
日
な
ど
に
、
各
自
治
会
（
自
主

防
災
会
）
で
実
施
さ
れ
る
「
防
災
訓
練
」
に

参
加
し
、
家
族
や
ご
近
所
で
防
災
・
減
災
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
日
頃
か
ら
備
え
ま
し
ょ
う
。

重
点
項
目

◎
安
否
確
認

・
身
の
安
全
を
守
る
行
動
の
確
認

・
避
難
場
所
の
確
認

・
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
の
仕
方

・
安
否
確
認
方
法
の
確
認
（
黄
色
い
タ
オ
ル

　
や
救
護
不
要
カ
ー
ド
な
ど
）

・
所
要
時
間
の
確
認

◎
避
難
経
路
の
安
全
確
認

・
避
難
経
路
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
危
険
箇

　

所
は
な
い
か

・
危
険
箇
所
の
共
有
と
周
知

・
避
難
経
路
の
見
直
し

　

自
主
防
災
会
の
活
動
と
し
て
、
発
災
直
後

の
安
否
確
認
や
避
難
経
路
の
安
全
確
認
な
ど

は
重
要
で
す
。
安
否
確
認
な
く
し
て
、
そ
の

後
の
救
出
救
助
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
お
い

て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
り
尊
い
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
時
に
お
け
る
被
害

を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
に
も
、
避
難
経
路

の
安
全
確
認
を
し
て
危
険
箇
所
を
共
有
し
、

周
知
し
ま
し
ょ
う
。

い
わ
た
ホ
ッ
と
ラ
イ
ン
に
登
録
を
！

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
機
能
を

利
用
し
て
、
防
災
情
報
な
ど
を
配
信
し
て
い

ま
す
。
避
難
所
の
開
設
状
況
、
避
難
勧
告
な

ど
の
重
要
な
情
報
も
配
信
し
ま
す
。
ま
た
同

報
無
線
の
内
容
を
メ
ー
ル
で
確
認
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
自
ら
情
報
を
得
る
た
め
に
ぜ

ひ
、
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

▲自主防災会の安否確認

▲DIG（災害図上訓練）
※危険箇所を把握します

　

問
地
域
づ
く
り
応
援
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
37

－

4
7
5
1

	

　
　

ＦＡＸ
32

－

2
3
5
3

命
を
守
る
リ
ハ
ー
サ
ル

　
「
防
災
訓
練
」
に
参
加
し
よ
う
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「まちの話題」はFacebookやYouTubeなど
のSNSや動画でも公開しています。右記2
次元バーコードよりご覧ください。

磐田 TViwata fun club

▲一番茶葉を使用した、いわた茶缶のPR販売を開始します

6月29日　セブン-イレブン・ジャパンと協定を締結

官民連携して進める地域活性化

市民の安心・安全の確保と健康増進、地域の活性
化を図ることを目的とし、「磐田市と株式会社セブ
ン-イレブン・ジャパンとの連携と協力に関する包括
協定」を締結しました。同社が市町と同様の協定を
結ぶのは県内初です。今後は、災害時支援、買物弱
者支援、高齢者就労支援のほか、地場産品を利用し
た商品開発などさまざまな分野で相互に連携・協力
していきます。

7月1日　童謡の日イベント

今年は童謡誕生100周年

7月1日は（一社）日本童謡協会が制定した「童
謡の日」です。今年で童謡誕生100周年を迎えたこ
とから、福田中央交流センターで記念イベントが開
催され300人が参加しました。
参加者は童謡の歌詞カードを手に、懐かしい曲が
流れると口ずさんでいました。また、この日のため
に結成された市内小・中学生の子ども合唱団が素敵
な歌声を披露しました。

▲子ども合唱団の歌声が会場に響きわたりました

AR

未来のサッカー界を担う12歳以下の子どもたちによる
「2018磐田U-12国際サッカー大会」が、ゆめりあ球技
場と竜洋スポーツ公園サッカー場で開催されました。日
本国内から9チーム、海外から韓国、中国、タイの3チー
ム、計12チームが参加し、熱戦を繰り広げました。
期間中、海外チームの選手らは市内のホストファミ
リーとともに過ごし、互いの国の食文化を楽しむなど交
流を深めました。
3位決定戦では、タイのブリーラムユナイテッドF.
C.が1対0で静岡県トレセンU12に勝利。決勝戦は、静岡
県WEST U12と3連覇を狙う韓国のテドン小学校が対戦
しました。終盤まで0対0と拮抗していましたが、終了間
際に静岡県WEST U12が1点を決めてテドン小学校に勝
利し、初優勝を飾りました。

7月26日～29日　磐田U-12国際サッカー大会

未来のヒーローが躍動

①

①優勝カップを掲げる静岡
県WEST U12の選手たち

②決勝点となるヘディング
シュートを放つ静岡県
WEST U12の選手

③交流を深めるタイの選手
たちとホストファミリー

④国の枠を越え熱い戦いを
繰り広げる選手たち

③

②

AR

④

AR
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▲夏の定番のかき氷に笑顔いっぱいの来場者

今年で6回目となる「いこうか、とよおか。とよ
おか軽トラ市2018」が豊岡中央交流センターで開
催されました。飲食物を中心に45台の軽トラが出
店し、多くの家族連れが訪れました。また、地元の
園児たちが輪になってしっぺい音頭を披露すると、
会場は大いに盛り上がりました。
秋山磐

ばん

侍
じ

さん（3歳）は、「友達と一緒にしっぺい
音頭を踊るのを楽しみに来ました」と話しました。

7月21日　いこうか、とよおか。とよおか軽トラ市2018

夏は家族で軽トラ市!!

写真が動く！
AR動画

　　のマークが付いた写真を専用のアプリを利用して撮影すると、あたかも
紙面の写真が動いているかのように動画が再生されます。専用アプリ「AR
ラボ」は右記2次元バーコードからダウンロードできます。
※アプリのダウンロードや使用にかかる通信料は、利用者負担となります

AR

【Android用】【iOS用】

▲交通安全指導員から自転車の安全な乗り方を教えてもらいました

夏休み中の交通安全と、より安全な自転車の乗り
方を学ぶため、小学1～ 3年生を対象に親子自転車
教室が開催されました。参加者たちは交通安全指導
員から交通安全についての講話を聞いたあと、実際
に自転車に乗ってブレーキの掛け方、止まり方、安
全確認の方法などを学びました。
鈴木空

くう

音
ね

さん（7歳）は「ブレーキを左から右に
かけるのを覚えました」と話しました。

7月25日～27日　夏休み親子自転車教室

安全に楽しく自転車に乗ろう

▲「INSPi」としっぺいのコラボに会場は大盛り上がり

7月22日　いわた渚フェスタ2018

渚で開催!!野外フェス

渚の交流館や福田漁港周辺の活性化・にぎわいづく
りの一環として、ふくっぱイベント広場で「いわた
渚フェスタ2018」が開催されました。音楽ライブや
ダンス、お笑いライブなどが行われ、磐田市ゆかり
のアーティストも多数登場しました。
磐田市出身の北剛

たけ

彦
ひこ

さんが所属するアカペラグ
ループ「I

イ

N
ン

S
ス

P
ピ

i」のスペシャルライブが始まると、来
場者たちは美しいハーモニーに聞き入っていました。

▲さまざまな夜店が並び、多くの来場者が訪れました

福田本通りのにぎわいづくりと商店街の活性化、
地域住民と商業者の距離を近づけることを目的に、
福田本通りを歩行者天国として「福田の夜店市」が
開催されました。
通りには地域内外から約80店が出店し、多くの
来場者でにぎわいました。ステージではマジック
ショーやフラダンス、福田中学校吹奏楽部の演奏な
どが行われ、福田の夜を盛り上げました。

7月21日　福田の夜店市

福田で楽しむ特別な夏の夜
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　猛暑で食欲が落ちたときには、疲
労回復効果があるごまの入ったソー
スで夏のおいしい野菜を食べてみま
せんか。トマトやナスにも良く合い
ます。ぜひお試しください。

夏バテ解消！保育園給食人気メニュー♪

鶏むね肉の棒
バ ン バ ン ジ ー

々鶏風味

①	 長ネギ、ショウガをみじん切りにする。
②	 ①とAの調味料を鍋に入れて、ひと煮立ちさせて冷ましておく。
③	 鶏むね肉を茹でて冷まし、そぎ切りにする。
④	 モヤシをざく切りにし、茹でた後水気を絞る。
⑤	 キュウリを千切りにし、④と混ぜ合わせる。
⑥	 皿に⑤を盛り、③をのせて最後に②をかける。

●材料（4人分）   

過去のレシピは
ホームページで
紹介しています。

▲市HP

長ネギ························ 長さ5㎝（12g）
ショウガ·········································少量
鶏むね肉··································· 240g
モヤシ···························1/4袋（60g）
キュウリ···························1本（120g）

ねりごま···································· 大さじ3
酒········································· 小さじ1強
食塩··············································· 少々
しょうゆ···································· 小さじ1
みりん······································ 小さじ1
中華だしの素··················小さじ1/2弱
みそ···································· 小さじ2/3
水········································· 大さじ1強
砂糖······························小さじ1と1/3

1人分当たり【エネルギー131kcal】
たんぱく質16.3g　脂質5.0g　
カルシウム97㎎　鉄1.1㎎　塩分0.8g

Ａ

今回は…
　竜洋北保育園

ひと
 こと

給食大好き!!　in 竜洋北保育園

作
り
方

編 集 後 記

各地で大規模な災害が発生し、
支援のため磐田市の職員も被

災地に派遣されています。私も以
前、岩手県へ支援に行ったことを
思い出しました。自分の生活を守
るため、今何ができるのか、もう
一度考えてみたいと思います。さ

「 広 報 ク イ ズ 」 は、 紙 面 で 取 り 上
げた内容から出題しています。正
解者の中から抽選で、プレゼント
をお贈りします。

たびたび洪水を繰り返して
いた天竜川は古くから何と
呼ばれていた？

① 暴れ天竜
② 荒くれ天竜
③ わからず屋天竜

今月のプレゼント
A:図書カード1,000円分

　　　…10名様 
B:こんちゅうクン著

「みんなの昆虫学校」
こんちゅうクンの直
筆サイン入り       
　　　  … 3名様

【応募方法】　9月14日㈮までに、はが

き（当日消印有効）、ＦＡＸ、電子申
請のいずれかで、クイズの答え、住
所、氏名、年齢、電話番号、広報い
わたへのご意見、希望
するプレゼント名を記
入し、広報広聴・シテ
ィプロモーション課

（〒438－8650　国府台3－1
　FAX32－3946 ）へ。電子申請はホーム
ページまたは上記2次元バーコードから応
募してください。

広報クイズ

▲電子申請

Q

6月号広報クイズの結果
答えは「③二輪」でした。

（応募総数48通）

当選発表は賞品の発送をもって代
えさせていただきました。
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